
 

 

 
 
 
 
 

Ⅱ 令和４年度の社会教育事業実績 
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Ⅰ 基本方針 

  近年、少子高齢化の進行、核家族化等による地域社会の変化に加え、社会においては

グローバル化や情報通信技術のめざましい進歩などが見られます。また、今般問題に

なっている感染症に対応した施策への転換により、いかなる状況においても学びを止

めない体制づくりを図ることが重要視されています。 
本市では、平成２８年１１月に「山形市教育大綱」が策定され、本市における教育の

振興に関する基本的な方針が示されました。それを受けて平成３０年２月に「山形市教

育振興基本計画」を策定し、本市の生涯学習・社会教育の基本方向性として「生涯学び、

人や地域とかかわり、よりよい社会を築く人づくり」を掲げ、基本理念と６つの基本方

針に基づき、教育を推進してきました。さらに、令和４年４月に、これまでの取組や先

に挙げた地域社会の変化等を踏まえて、計画の見直しを行いました。 
本市の理念及び方針の実現に向け、今後も市民の生涯学習の場である公民館の環境

整備や利便性向上を図るとともに、生涯学習情報の提供や相談支援体制をより一層充

実させ、市民の自発的な学びを支援していきます。そして、人や地域とのかかわりの中

で、学び合い教え合う喜びを味わい、市民一人一人が学びを通して生き生きと自己実現

を図るとともに、学習成果を社会の中で適切に活かすことができる生涯学習社会の形

成をめざします。 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

山形市教育大綱 
基本理念 

郷土を誇りに思い いのちが輝く 人づくり 

～山形らしさの継承 発展 そして発信～ 

 
基本方針 

３ 地域の特色・歴史・文化を深く理解しつつ、世界における山形市を意識して行動でき

る広い視野を持った人財を育成します。 
４ 子どもの人格形成の基盤である家庭と、幼稚園・保育所等・学校・そして地域がそれ

ぞれの役割を果たし連携・協働することによって、教育力の向上と地域社会の活性化

をめざします。 
６ 郷土に誇りをもち、地域とかかわり合いながら生涯にわたって学び続け、スポーツ・

文化芸術活動に親しみ、健やかな心と体を保ち続けようとする人財を育成します。 
※生涯学習・社会教育に関連する方針を抜粋 

生涯学習・社会教育の基本方向性 

生涯学び、人と地域とかかわり、 

     よりよい社会を築く人づくり 

山形市教育振興基本計画 

１ 令和４年度山形市社会教育の方針 
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Ⅱ 具体的な施策と主な事業                          

１ 生涯学習支援体制の充実 
 

社会の成熟に伴い個人の価値観やライフスタイルは多様化しており、今後も継続し

て市民の主体的な学びを支えていくためには、年代などで異なるニーズにも対応する、

より幅広い学習支援が求められています。このような状況の中で、市民一人一人が自己

実現を図るために、生涯にわたって学び、学習成果を活かすことができる環境づくりに

努めます。 

⑴ 生涯学習に関する環境の整備 

ア  公民館施設の提供 

市民の生涯学習活動の推進のために、生涯学習に参加する市民に対して公民館 

施設の提供を行います。提供にあたっては、公民館の空き情報を公開するなど、利

用者の利便性を高めます。 

    イ 公民館施設の使用許可基準緩和の継続 

      民間企業等の社内研修や内部会議での利用のほか、地域の活性化に寄与する使用 

について、「社会教育法」の趣旨に沿った運用の中で使用許可基準緩和を継続実施

します。 

    ウ 市民が個人でも使用できる場の提供 

公民館施設を広く市民の利用に供するため、公民館施設の学習室やロビー等、市

民が交流や学習活動を目的として個人でも利用できるスペースの提供を行います。 

    エ 公民館施設の管理及び維持・補修 

      市民の生涯学習の拠点となる公民館の施設について、市民の利便性を図るために、 

随時必要に応じて維持・補修を実施するなど、適切に管理します。 

    オ 公民館におけるＩＣＴ環境の提供 

      公民館に整備された Wi-Fi を活用し、公民館事業やサークル活動の活性化、災害

時の避難者の情報収集、学校の臨時休校時の学習環境の提供等、市民の情報収集

の利便性向上に寄与します。 
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⑵ 生涯学習に関する情報の提供 

ア  公民館だよりの発行 

公民館で開催する生涯学習講座や社会教育事業、地域の情報、サークル情報等を 

掲載した公民館だよりを月１回発行し、周知を図ります。 

イ  市公式ホームページ等への掲載 

公民館だよりや公民館施設の概要、事業計画、生涯学習講座の案内等を広報やま

がたや市公式ホームページ等に掲載し、幅広く情報提供することで、市民の参加を

促します。 

ウ  報道機関や関係機関との連携 

生涯学習情報について幅広く市民に発信し、自発的な生涯学習への取り組みを推

進するために、報道機関や関係機関との連携を図ります。 

 

⑶  市民の生涯学習活動への支援 

ア 生涯学習相談への対応 

市民が生涯学習活動に円滑に取り組むことができるよう、サークル及び講師情報

や講座開催の手法等についての生涯学習相談に対応します。 

イ  共催・後援 

       教育、学術、文化等の普及向上に寄与する事業に取り組む、公益性のある団体の

活動に対して必要に応じて共催や後援等の支援を行います。 

ウ  成果発表の機会提供 

       公民館等で活動しているサークルが日頃の学習成果を発表できる場や活かすこ

とができる機会として、文化祭等を開催します。 

エ  公民館とコミュニティセンターとの連携 

   公民館及びコミュニティセンター相互における市民の生涯学習機会を充実させ

るため、情報の共有や合同の研修会の実施等、それぞれのニーズに応じた連携を

図り、公民館職員・コミセン事務局職員の情報交換、知識や技能の習得の機会を

創出していきます。 
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オ  アフターコロナにおける活動への支援 

       コロナ禍において、これまで活動が制限されていたサークル等に対して、今後

活動の活発化を図るために、Wi-Fi の活用促進、活動のリモート化といった新しい

生活様式での活動を促すとともに、新たな活動の機会を提供するなど支援を行い

ます。 

 

⑷ 社会教育関係団体の育成及び支援 

市民の自主的な学習活動を促進するために、生涯学習サークル等の社会教育関係

団体を育成するとともに、ＰＴＡや青少年ボランティア等の社会教育関係団体への

支援を行います。 
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２ 社会教育事業の推進 

社会教育は、社会を形成する自立した個人の育成に資するとともに、人との絆を深

め地域課題の解決に寄与するなど、地域社会の活性化を図っていく上で重要な役割を

果たしてきました。今後は、現代的・社会的な課題に関する学習やそれぞれのライフ

ステージに対応した学習など、多様な学習活動を通じて、市民の自立に向けた意識を

高め、市民一人一人が当事者意識を持って能動的に行動するために必要な知識・技能

を習得できるようにすることが求められています。 

社会教育事業の展開にあたっては、対応が急務とされる課題の解決、また新たなニ

ーズに積極的に対応した「社会的要請学習の推進」と、地域の課題解決や世代間交流

を図り、地域住民の連帯感を高める機会を提供する「地域づくり学習の推進」を大き

な２つの柱として実施するほか、地域と学校が連携・協働し、地域全体で子どもたち

の成長を支える「『地域学校協働活動事業』の推進」など、下記の事業を展開します。 

各事業の実施にあたっては、市の関係課と連携を図りながら、デジタル化社会への

対応、健康の保持・増進、子育て支援、環境保全等の市が推進する施策についても学習

テーマとして取り組み、市民が理解を深める学習機会を提供します。また感染症など、

社会情勢による学習活動へのニーズの変化を的確に捉え、社会教育に求められる役割

の明確化を図りながら、事業を展開します。 

また、事業実施後は、参加者のアンケートをもとに事業のねらいに対する到達状況、

事業内容の達成度、次年度への継続の可能性について評価し、さらに公民館運営協力

組織等の地域住民の意見を参考にしながら事業の見直しや改善を図り、次年度の計画

及び内容に反映させ、よりよい社会教育事業の展開をめざします。 
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⑴ 社会的要請学習の推進 

社会の変化にあわせて、「個人の要望」と「社会の要請」のバランスのとれた学習

機会を、全市民を対象に提供します。事業を展開するにあたっては、広報やまがたや

市公式ホームページ、公民館だより、チラシ等を介した周知を図ります。 

ア  学習テーマの設定 

事業の実施にあたっては、本市及び社会の現状やこれまでの事業実績を考慮した

うえで、「ＩＣＴ」「ライフデザイン」「環境・エネルギー」「健康づくり」「防災・防

犯」「若者支援」「子ども支援」の７項目の学習テーマを設定し、リピーターを増や

すことだけでなく、新しい対象者にも広げながら、学びの提供を進めます。 

また、アフターコロナを見据えた新しい生活様式における学習機会創出のため、

Wi-Fi を活用したＩＣＴ事業のさらなる推進や、スマートシティを目標とする高齢

者のデジタル化向上のための事業の取組を充実させていきます。 

イ  事業提供の体制 

７項目の学習テーマについて、公民館と社会教育青少年課が連携し、市民のニー

ズを把握しながら企画立案し、多角的な事業展開を図ります。その中で、公民館職

員の事業づくりに関するスキルアップをめざし、事業全体の活性化につなげます。

また、実施事業及びその対象地域に偏りが生じないよう、テーマごとに担当する公

民館を設定します。企画・運営にあたり、関係機関（行政機関・他公民館・ＮＰＯ・

ボランティア等）との連携や協力関係を構築し、質の高い効果的な学習機会を提供

します。 

＜学習テーマ及び担当＞ 
 

① ＩＣＴ 役立つＩＣＴ活用術 全公民館 

仕事や日常生活の中で活用し、生活の活性化を図るために、パソコン操作及びスマ

ートフォン等のＩＣＴ機器の基礎的な操作や活用方法を学びます。さらに、情報モラ

ルやセキュリティー対策の啓発を行うとともに、今年度より全公民館に事業を拡大

し、Wi-Fi や市公式アプリ等の活用の仕方などを学びます。 
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② ライフデザイン 自分らしく 今を楽しむ 生活術 中央公民館 西部公民館 

市民一人一人が生涯にわたって充実した人生を送るために必要なライフデザイ

ンのスキルや自分らしく、日常生活を充実させる生活術等を、各世代に応じた多様

なテーマのもとに学びます。 

③ 環境・エネルギー 行って 見て 聴いて実践エコライフ 東部公民館 元木公民館 

「山形市環境基本計画」等をもとに、地球環境保全や循環型社会の実現について身

近な所から実践する取り組みを学ぶとともに、地域の豊かな自然と直接触れ合う体

験を通して快適な生活環境のあり方を考えるなどして、市民の環境と生活への関心

を高め、環境学習を推進していきます。 

④ 健康づくり わたしと家族の健康生活 南部公民館 江南公民館 

心身の健康増進や病気・けがの予防のほか、高齢者の健康づくり、感染症予防やメ

ンタルヘルス等の現代的な健康課題の解決について学びます。また、実施にあたって

は市が推進する「スクスク(SUKSK)生活推進事業」等と連携して展開してまいりま

す。 

⑤ 防災・防犯 防災・防犯テクニック術 北部公民館 霞城公民館 

災害発生の原因や社会と地域の災害対策の実態を知り、災害への備えや実践的な対

処の仕方を学ぶとともに、最新の犯罪事例を知り、身の守り方を学ぶことにより、市

民の防災・防犯意識の向上を図ります。 

⑥ 若者支援 リア塾 
社会教育

青少年課 
全公民館 実行委員 

若者が、スキルアップやスポーツ等の様々な講座を連続して体験することで、学び・

体験・交流により「仲間」「楽しみ」「自信」の３つの要素を充実させ、「自分力」を高

めるとともに、社会貢献活動への参加を通して地域課題に目を向けることで将来的に

「地域づくりに参画する人材の育成」をめざします。 
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⑦ 子ども支援 
体験子ども教室 

※学校との連携・協働事業 

社会教育 

青少年課 
全公民館 

ア 豊かな体験学習  

「伝統文化」「表現」「体力・健康」「ものづくり」「探究」の５つの学習のねらいを

設定し、「山形市子ども将棋教室」の実施等、週末や長期休業中にさまざまな豊かな

体験学習の機会を提供することで、子どもの自立性を培い社会性を育みます。 

イ 青少年ボランティアとの交流学習 

「子ども学習会」の実施等、週末や長期休業中に高校や大学のボランティアサーク

ルと連携して交流学習の機会を提供することで、世代間の交流を図ります。また、事

業の実施にあたっては、既存の青少年ボランティアサークルへの支援を継続して行

うとともに、山形市の青少年にボランティアの活動機会を拡大していきます。 

 

⑵  地域づくり学習の推進 

それぞれの地域の課題や実情を踏まえ、地域との協力のもと、子どもから高齢者ま

でそれぞれのライフステージに対応した学習機会や、世代間で交流しながら地域住

民の連帯感を高める機会を提供するために、「地域住民相互のふれあい交流」、「地域

と共に考えるまちづくり」をテーマに各公民館独自の企画・運営による地域づくり

学習を展開します。 

① 「地域住民相互のふれあい交流」（公民館企画型） 

より身近なテーマで親しみやすい事業を企画し、公民館により多くの地域住民が 

集い、幅広い世代間でバランスよく交流する機会を増やしながら地域の連帯感を

高めるとともに、今後の地域づくりを担う人材を育成します。 
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 対 象 事   業   名 

世

代

別

事

業

展

開 

（
バ
ラ
ン
ス
重
視
） 

乳幼児 

と保護者 
ア 子育て支援事業 （必須） 

 
 

オ 

世
代
間
交
流
事
業 

少 年 
イ 子ども育成事業 （必須） 
※ 学校との連携・協働事業 エ 

ま
る
ご
と
や
ま
が
た 

 
 
 
 

推
進
事
業
（
必
須
） 

青 年 ウ 若者支援事業 （必須） 

成 人 そのほかの事業（例） 

・ＩＣＴ活用 ・食育 ・消費者教育 
・家庭教育 ・健康教育 ・防災教育 
・環境教育 ・産業 ・国際理解 
・郷土理解 ・フィットネス ・運動 
・美容 ・語学 ・音楽 ・生き方 等 

高齢者 

ア 子育て支援事業（必須） 

子育ての現状は、核家族化や地域社会のつながりの希薄化等により、子育て

の悩みや不安を抱えたまま保護者が孤立してしまうことがあると言われていま

す。こうしたことから、保育園や地区社会福祉協議会等と連携して、親子遊び

や子育ての悩みを相談する機会を提供することで、親子のふれあいや参加者同

士の交流の支援を行います。 

イ 子ども育成事業（必須） 

子どもたちの現状は、異年齢の子どもと集団で遊ぶ機会の減少やゲーム等の

疑似体験の増加、少子化による子ども会組織の縮小などにより、子どもの体験

的な学びが不足していると言われています。このような中で、さまざまな体験

や交流する機会を週末及び長期休業中に設定し、子どもたちの心を豊かに育む

とともに、人とつながる喜びを実感し、主体的に人とかかわろうとする思いを

育てます。 

ウ 若者支援事業（必須） 

近年若い世代が公民館にほとんど足を運ばないという現状から、各公民館に

おいて、若者のニーズや課題などを考慮した学びの場を提供するとともに、将

来的には地域づくりに参画する人材を育成します。 
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エ まるごとやまがた推進事業（必須） 

郷土についてのさらなる理解と愛着の深化を図るため作成した山形を学ぶテ

キスト「ベニちゃんの まるごと やまがた」を活用し、「地理」「歴史」「産業」

「文化」「自然・環境」等のテーマについて、山形市の良さを再発見できる講座

を展開します。 

オ 世代間交流事業 

         様々な世代とのふれあいを通した人づくり・地域づくりと、教え合いなど学

習の成果を活かす機会の提供を目的として、公民館におけるこれまでの事業や

活動しているサークル等をコーディネートしながら、世代間の交流を図ること

ができる事業を提供します。 

② 「地域と共に考えるまちづくり」（地域共同企画型） 

担当する地域との日常的なかかわりの中で把握した地域課題から、地域と共に対

応すべき課題を抽出します。それらの地域課題を共通認識する中で、地域団体と共

同した学習プログラムを構築し講座を実施します。事業の実施後には、成果と課題

を確認し、次年度以降の継続性や方向性について地域団体とともに検討を行います。 

 

⑶ 公民館職員研修実施体制の充実 

ア  公民館主事研修会の実施 

地域との関係構築や、市民の学習ニーズの把握及びその解決に向けた事業の展開 

の手法等、公民館主事に求められる様々な知識・技能を身に付けるため、研修会を 

実施します。 

    イ 国等の研修への参加 

国や県等の機関が主催する研修会に積極的に参加し、成果を職員間で共有します。 
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⑷ 地域・学校との連携・協働 

ア  「地域学校協働活動事業」の推進 

幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや成長を支えると 

ともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、学校と地域が相互にパートナーと

して連携・協働して行う「地域学校協働活動」を推進します。そのために、令和４年

度に全小中学校に導入されるコミュニティ・スクール＊１（学校運営協議会制度＊２）の

推進とともに、地域と学校との連絡調整等を行うコーディネーターである「地域学校

協働活動推進員」の全小中学校への配置をめざし、それぞれの学校の特色や地域の良

さを生かした地域学校協働活動の内容を検討し、実施していきます。 

       ＊１…「学校運営協議会」を設置した学校のことで、学校・保護者・地域の方がお互

いに信頼し合い、みんなで力を合わせ、子どもたちを育てる学校のこと。 

   ＊２…法律に基づき、教育委員会より任命された委員が「子どもや学校、地域が抱え

る課題の解決」や「学校運営の基本方針の実現」に向けて協議や熟議を行う合

議制の機関。 

    イ 「放課後子ども教室推進事業」の実施 

「新・放課後子ども総合プラン」に基づき、放課後や土曜日に、全市の小学生を対

象に、小学校の施設や公民館等を活用し、安全・安心な活動場所を提供するととも

に、学習活動や集団での遊びのほか、価値ある体験活動や豊かなかかわりあいを通

して、子どもの自主性を培い社会性を育みます。 

     ウ 公民館における「学校との連携・協働事業」の実施 

担当する地域の学校のニーズを把握し、※で記載した２（１）⑦子ども支援事業

「体験子ども教室」、２（２）①イ「子ども育成事業」を中心に、各公民館と学校と

が連携・協働した事業を実施します。 
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⑸  「二十歳
は た ち

の祝賀式」の開催 

今年度新たに二十歳になる方を対象に、大人になったことを自覚するための行事

として「二十歳の祝賀式」を開催します。新たに二十歳になる方から有志を募り実行

委員会を組織し、式典の内容の検討や運営を担うことにより、二十歳の方が主体的に

参加できる祝賀式を開催します。 

    ※ 令和４年４月１日の改正民法施行に伴い、成人年齢が１８歳まで引き下げられ

ることから、これまでの「成人の祝賀式」を「二十歳の祝賀式」に名称変更しま

す。 
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(1)  社会教育委員会議 
月　　　日 場　　　所 内　　　容

令和4年6月16日 山形市役所　701AB会議室 ・令和４年「山形市二十歳の祝賀式」の実施状況について
・令和３年度の社会教育事業の実施状況について
・令和４年度の社会教育事業の計画について
・第１３回山形県社会教育研究大会について
・山形市子ども会育成連合会の会報について
・令和５年「山形市二十歳の祝賀式」の実施等について

令和5年2月16日 山形市役所　701AB会議室 ・令和４年度「山形県社会教育連絡協議会表彰」受賞について
・優れた「早寝早起き朝ごはん」運動の推進に係る文部科学大臣表彰の受賞について
・令和４年度社会教育事業の実施状況について
・令和５年度山形市社会教育の方針（案）について
・令和５年度補助金交付団体について
・来街者の増に向けた図書館中央分館及び中央公民館の魅力アップ事業について
・本のひろば開設事業について
・「山形市二十歳の祝賀式」について

（２）　公民館長会
月　　　日 場　　　所 内　　　容

令和4年4月18日 中央公民館４階大会議室 ・公民館長会役員の選任（案）について
・任期満了に伴う外部委員の選任（案）について
・令和４年度公民館長会年間計画（案）について
・公民館長会申し合わせ事項について
・令和４年度山形市社会教育の方針について
・令和４年度公民館における住民等の意見聴取について
・令和３年度公民館長会決算報告について

7月13日 市庁舎11階1101会議室 ・令和４年度の公民館長会視察研修の検討について
・山形市公民館長会申し合わせ事項について
・令和４年度第１回公民館長会でいただいた意見について
・令和４年度の各公民館事業について

令和5年1月30日 市庁舎10階委員会開催室 ・令和５年度公民館長会視察研修に係るアンケート調査結果について
・令和５年度「山形市社会教育の方針（案）」について
・令和４年度の公民館事業費への「学校・家庭・地域連携協力推進事業費補助金」の活用について

（３）　公民館事務長会
月　　　日 場　　　所 内　　　容

令和4年4月6日 市庁舎10階委員会開催室 ・各課等からの依頼事項
　令和4年度健診における協力依頼について
・教育委員会課長会・市政経営会議報告
・社会教育事業の実施について
  令和４年度山形市社会教育の方針 概要について
  令和４年度予算の配当について
　公民館のお仕事マニュアルについて
　知的財産権（著作権・商標権）に係る留意点等について
・令和４年度会議・研修等のスケジュールについて
・公民館巡回ヒアリングについて
・住民等の意見聴取について
・公民館総合補償制度について
・公民館における行政事務の連絡・取次ぎ業務について 
・社会教育青少年課・公民館における前期業績評価シートの提出について

令和4年4月6日 市庁舎10階委員会開催室 ・令和４年度の山形市社会教育の方針について
（新任） ・社会教育と生涯学習について

・生涯学習と社会教育に関する法規等について
・公民館の使用許可に関する基準について

5月12日 市庁舎10階1003会議室 ・各課等からの依頼事項等
　令和４年民生委員・児童委員の一斉改選について
　日赤会員増強運動に係る資料等の公民館の保管と配布について
　農業者年金現況届受付について
　文化財保存活用地域計画作成にかかる市民アンケートの設置について
　参議院議員通常選挙に係る協力依頼について
・教育委員会課長会・市政経営会議報告
・令和４年度緊急時における」公民館応援体制
・公民館事業における高校生ボランティアの拡充について

7月7日 市庁舎７階　７０１B会議室 ・教育委員会課長会・市政経営会議報告
・令和４年度緊急時等における公民館応援体制（案）について
・「令和４年度 山形市の社会教育」について
・公民館事業と高校生ボランティアの連携推進について
・市民対応に関する注意喚起について

9月8日 市庁舎10階委員会開催室 ・教育委員会課長会・市政経営会議報告
・R５年度予算編成に向けたヒアリングの実施について
・山形市健康ポイント事業SUKSK（スクスク）対象事業の周知について
・追加　高校生ボランティアの事業参加について

２　　　会　議　・　研　修　等
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月　　　日 場　　　所 内　　　容
10月6日 市庁舎9階901会議室 ・教育委員会課長会・市政経営会議報告

・サニタリーボックスの設置について
・令和３年度Wi-fi利用者数について

11月16日 市庁舎11階入札室 ・教育委員会課長会・市政経営会議報告
・「公民館使用許可に関する基準」の解釈について
・サニタリーボックスの設置について

12月21日 市庁舎10階1001会議室 ・各課等からの依頼事項
　山形市コミュニティサイクルの公民館への設置について
・教育委員会課長会・市政経営会議報告
・「令和５年度山形市社会教育の方針」（案）について
・令和５年度公民館配当(案)について
・令和５年度年間事業計画作成について
・スマホ教室の追加募集について
・年末年始の除雪対応について

令和5年1月12日 市庁舎10階委員会開催室 ・各課等からの依頼事項
 　４月の統一地方選挙への協力依頼
・教育委員会課長会・市政経営会議報告
・令和５年度公民館事業費への「学校・家庭・地域連携協力推進費補助金」の活用について

3月25日 市庁舎7階701A会議室 ・教育委員会課長会・市政経営会議報告
・来街者の増に向けた図書館中央分館及び中央公民館の魅力アップ事業について

（４）　公民館主事研修会
月　　　日 場　　　所 内　　　容

令和4年4月7日 市庁舎７階701AB会議室 ・令和４年度　山形市社会教育の方針について
・公民館お仕事マニュアルの留意点等について

・庶務関係事務手続マニュアルについて

・知的財産権に係る留意点等について

・令和３年度研修会等の日程について

・年間事業計画作成スケジュールについて

・社会的要請学習新チーム打合せ

令和4年4月7日 市庁舎７階701AB会議室 ・社会教育と生涯学習について

（新任） ・生涯学習と社会教育に関する法規等について

・公民館のお仕事マニュアルについて

・公民館の使用許可に関する基準について

5月26日 江南公民館第三研修室 ・各公民館事業について

・「これからの公民館の運営について」

・意見交換「課長講話を受けて」

・ウェブ広報媒体の掲載方法について
・その他（地域学校協働活動、家庭教育に係る情報提供）

7月7日 西部公民館集会室 ・商標権・著作権に関する研修会
9月15日 西部公民館集会室 ・旧長井小学校第一校舎を活用した『学び×交流』

11月10日 江南公民館第三研修室 ・体験子ども教室について
・学校教育及び民間利用における使用許可について

令和5年2月8日 霞城公民館研修室１AB ・令和５年度公民館事業費への「学校・家庭・地域連携協力推進費補助金」の活用について
・民間利用における使用許可について
・令和４年度社会的要請学習のふり返り　

（５）　国・県主催研修会
月　　　日 場　　　所 内　　　容

令和3年6月17日

8月26日
9月29日 オンライン 第８回村山地区社会教育推進協議会研修会（兼）生涯学習振興村山ブロック大会

10月14日 オンライン
第４３回全国公民館研究集会・令和３年度東北地区社会教育研究大会
第６６回東北地区公民館大会山形大会（兼）第１２回山形県社会教育研究大会
第５９回最上地区生涯学習推進大会・第３８回山形県生涯学習振興最上大会

令和4年2月7日 山形県庁　講堂 成人期・高齢期教育研修会
1月26～28日 オンライン 全国公民館セミナー

生涯学習・社会教育関係職員パワーアップセミナー【概論編】
生涯学習・社会教育関係職員パワーアップセミナー【実践編】（オンライン）

遊学館
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令和４年度の社会教育事業 
 

１ 公民館の事業 

(1) 公民館設置数 ８館 

 

(2) 公民館における社会教育事業について 

社会の変化にあわせて、「個人の要望」と「社会の要請」のバランスのとれた学習機会を提供す

るために、行政各機関、社会教育関係団体、NPO 法人、大学等との連携・協力関係を構築し、全市

民を対象に社会的要請学習を展開した。ボランティア団体、大学等の高等教育機関との連携・協力

関係を構築し、全市民を対象に社会的要請学習を展開した。 

また、公民館が立地する地域との日常的な関わりを重視し、「ふれあい交流」、「地域と共に考え

るまちづくり」をテーマに、それぞれの地域の課題や実情を踏まえ、地域との協力のもと、独自の

企画・運営による地域づくり学習を各公民館において展開した。 

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、中止した事業があった。 

 

(3) 公民館事業の実施状況 

①-1 社会的要請学習 事業実績 

学習テーマ 担当公民館 
事 業 数 

（事業） 

講 座 数 

（回） 

延べ参加者数     

（人） 

ＩＣＴ 

役立つＩＣＴ活用術 
全公民館 １２ ７３ ８７８ 

ライフデザイン 
自分らしく 今を楽しむ 生活術 

中央公民館 
西部公民館 

４ ７ １４２ 

環境・エネルギー 
行って見て聴いて実践エコライフ 

東部公民館 
元木公民館 

６ ６ ５８ 

健康づくり 
わたしと家族の健康生活 

南部公民館 
江南公民館 

５ ６ １１５ 

防災・防犯 
防災・防犯テクニック術 

北部公民館 
霞城公民館 

５ ７ ９６ 

若者支援 

リア塾 

社会教育青少年課 

全 公 民 館 
１ ８ ６９ 

子ども支援 

体験子ども教室 

社会教育青少年課 

全 公 民 館 
１１ ３２ ６９８ 

合  計 ４４ １３９ ２,０５６ 

 

  ①-2 社会的要請学習 事業評価 

◆ 客観的評価（参加者ｱﾝｹｰﾄ） 

  

  

 

 

 

 

 

       

◆ 個別評価（担当職員所見）  
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②-1 地域づくり学習 事業実績 

公民館 
地域住民のふれあい交流の促進 地域と共に考 

えるまちづくり 

ホ ー ル ・ 
ギャラリー 

事業 
合計 

子育て支援 子ども育成 若者支援 
まるごと
やまがた その他 

中央 

事業数(事業) 0 4 1 4 4 3 6 22 

講座数（回） 0 5 1 4 5 25 13 53 

参加者数（人） 0 122 11 119 227 551 2,277 3,307 

東部 

事業数(事業) 1 2 1 2 5 2 - 13 

講座数（回） 1 5 1 6 13 22 - 48 

参加者数（人） 22 84 55 76 967 214 - 1,418 

西部 

事業数(事業) 1 2 1 2 6 3 - 15 

講座数（回） 1 7 2 6 9 50 - 75 

参加者数（人） 14 61 6 173 146 820 - 1,220 

南部 

事業数(事業) 1 2 0 2 7 2 - 14 

講座数（回） 1 6 0 3 31 4 - 45 

参加者数（人） 21 112 0 39 3,258 157 - 3,587 

北部 

事業数(事業) 1 2 1 4 5 3 - 16 

講座数（回） 2 9 1 7 7 6 - 32 

参加者数（人） 44 210 11 98 229 285 - 877 

江南 

事業数(事業) 2 2 1 1 6 3 - 15 

講座数（回） 3 7 3 1 14 53 - 81 

参加者数（人） 42 104 27 8 559 818 - 1,558 

霞城 

事業数(事業) 1 5 1 4 10 1 - 22 

講座数（回） 1 13 1 4 20 1 - 40 

参加者数（人） 18 258 25 90 553 48 - 992 

元木 

事業数(事業) 3 6 1 3 9 1 - 23 

講座数（回） 3 6 1 3 65 1 - 79 

参加者数（人） 51 154 12 28 1,084 88 - 1,417 

合計 

事業数(事業) 10 25 7 22 52 18 6 140 

講座数（回） 12 58 10 34 164 162 13 453 

参加者数（人） 212 1105 147 631 7,023 2,981 2,277 14,376 

 

②-2 地域づくり学習 事業評価 

◆ 客観的評価（参加者ｱﾝｹｰﾄ） 

 

 

 

 

 

 

       

 

◆ 個別評価（担当職員所見） 
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③ 対象別事業実績 

区 分 

地域づくり学習 
社会的要請学習 合  計 

主 催 事 業 共 催 事 業 
事業数 
（事業）

講座数 
（回） 

参加者数 
（人） 

事業数 
（事業）

講座数 
（回） 

参加者数 
（人） 

事業数 
（事業）

講座数 
（回） 

参加者数 
（人） 

事業数 
（事業）

講座数 
（回） 

参加者数 
（人） 

少 年 14 40 639 4 7 196 9 27 612 27 74 1,447 

青 年 6 9 92 0 0 0 1 8 69 7 17 161 

成 人 39 70 883 20 46 1,254 25 65 905 84 181 3,042 

高 齢 者 5 43 587 12 179 2,796 3 30 337 20 252 3,720 

親 子 15 16 627 3 8 193 5 8 118 23 32 938 

そ の 他 8 11 1,985 14 24 5,124 1 1 15 23 36 7,124 

合  計 87 189 4,813 53 264 9,563 44 139 2,056 184 592 16,432 

 

(4) 公民館利用者数の推移   単位（人） 

 

２ 社会教育青少年課の事業 

  

(1) コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の導入と地域学校協働活動の実施状況について 

  次ページ参照 

 

(2) 放課後子ども教室推進事業 

「新・放課後子ども総合プラン」に基づき、放課後や土曜日に、小学校の余裕教室などを活用

し、子どもの安全安心な活動場所を提供するとともに、学習活動や集団での遊びのほか、価値あ

る体験活動や豊かなかかわりあいを通じて、子どもの自主性を培い社会性を育むことを目的に、

平成１９年度からモデル校として第一小学校と東小学校、平成２０年度から大曽根小学校で放課

後子ども教室を実施している。第一小学校と東小学校の放課後子ども教室は、新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため、令和３・４年度は学校との協議により開催を中止している。 

なお、市内全小学校全児童を対象とした放課後子ども教室が求められていることから、令和４

度で一小、東小の放課後子ども教室を終了した。 

 

 ≪事業実績≫（令和５年３月末現在） 

実施場所名 開催曜日 登録児童数（人） 開催日数（日） 延べ参加者数（人） 

大曽根小学校 月～金 ２１ １６３ ２，２０５ 

一小 

東小 
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、学校との協議により中止 

 

利用種別 30 年度 令和元年度 2 年度 3 年度 4 年度 

公民館事業参加者 35,443 35,517 5,757 9,150 16,432 

貸 館 利 用 者 319,690 314,592 140,773 144,424 181,408 

合   計 355,133 350,109 146,530 153,574 197,840 
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コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の導入と 

地域学校協働活動の実施状況について 
 

１ 学校運営協議会の設置状況  ※令和４年度に全小中学校(５１校)で設置済み 

   〇令和２年度（３校） H30〜R1 研究委嘱校に正式に設置 

九小、⻄⼭形小、蔵王⼀中 

〇令和３年度（３２校） 学校評議員制度導入校を中心に移行 

大曽根小、五小、村木沢小、東沢小、南⼭形小、蔵王三小・二中、桜田小、みはらしの丘小、三
小、⼭寺小・中、東小、八小、高瀬小、二小、鈴川小、六中、⼀小、明治小、金井小、⼀中、六
小、二中、大郷小、蔵王二小、四小、九中、楯⼭小、南小、十中、宮浦小 

〇令和４年度（１６校） 

七小、十小、⻄小、千歳小、出⽻小、滝⼭小、南沼原小、蔵王⼀小、本沢小、 

三中、四中、五中、七中、八中、金井中、高楯中 

 

 ２ 地域学校協働活動の実施状況 ※３１校に地域学校協働活動推進員を配置 

   ⅰ．地域学校協働活動推進員の配置状況   

    ⼀小、二小、三小、四小、五小、七小、八小、九小、十小、⻄小、東小、千歳小、金井小、 

    明治小、高瀬小、⼭寺小、滝⼭小、桜田小、蔵王⼀小、蔵王三小、南⼭形小、みはらしの丘小、 

    ⻄⼭形小、村木沢小、大曽根小、⼀中、七中、金井中、高楯中、⼭寺小・中、蔵王三小・二中 

     

   ⅱ．主な取組 

 〜各学校共通〜 

 ・社会科や⽣活科、総合的な学習の時間（産業、⾃然、歴史、⺠俗芸能、環境、など）の学習
における地域住⺠による授業補助 

  ・読み聞かせ 

  ・登下校の見守り 

  ・環境整備 

〜各学校における主な取組事例〜 

・夏休み作品発送作業、いちサポキッズの活動（地区作品展での受付、地元商店街への絵画    
 提供） 

・紅花の学習（調べ学習、ピラフ作り） 

・紅花の学習（栽培、紅花染め、コサージュづくり） 

・ミシンの学習（家庭科）における地域住⺠による授業補助、教職員研修 

・キノコの菌打ち 

・門松づくり 

・味噌づくり 

・体力別遠足、雪はきボランティア 

・学校運営協議会委員による授業参観・交流 

・職場体験学習 
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〜学校運営協議会から地域学校協働活動の実施につながった事例〜 

   ・ミシンの学習（家庭科）における地域住⺠による授業補助 

・体力別遠足 

 

   ⅲ．「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」に向けた教育委員会の取組 

   ・教職員を対象とした「地域とともにある学校づくり研修会」の開催（８/２ 令和２年度よ
り実施） 

   ・地域学校協働活動推進員及び学校運営協議会委員を対象とした「地域と学校の連携・協働研
修会」の開催（１１/８ 令和３年度より実施） 

   ・教職員や地域住⺠等を対象にした出前講座の実施（小中学校１０回、その他関係団体２回） 

   ・各学校の取組みの視察・取材の実施（９回）と、地協ニュース「ときたまご」による情報提
供（Ｒ４よりホームぺージへ掲載） 

   ・地域学校協働活動推進員情報交換会の実施（９/２２、２/２２） 

   ・各学校の学校運営協議会立ち上げ時の教職員及び委員に対する概要説明 

   ・地域学校協働活動推進員委嘱時の推進員に対する活動内容説明 

   ・⼭形市ホームページへの概要掲載（８⽉〜） 

   ・村⼭地区社会教育推進協議会研修会（９/２８）や⼭形県社会教育研究大会（１０/２１）で
の事例発表 

   ・市役所エントランスホールでのパネル展示（３/２２〜３/２４） 
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令和５年「山形市二十歳の祝賀式」の実施状況について 
 
１ 開催日時・会場   令和５年５月４日（木：祝） 山形国際交流プラザ 

部 式典時間 参加エリア 該当中学校（卒業中学校） 

午前の部 11:00～11:30 北エリア 第二中、第三中、第四中、第五中、第七中、 

金井中、高楯中、山寺中、山形養護 

午後の部 

 

14:00～14:30 南エリア 第一中、第六中、第八中、第九中、第十中、 

蔵王第一中、蔵王第二中、山大附属中、山形聾、

山大附属特別支援、村山特別支援 

 

２ 事前登録者及び参加状況 

二十歳の方 事前登録者：１，９６６名  当日参加者 ：１，８７３名  

令和５年度案内者 
２,５２４名 

※R5.1.26 現在住基 

午前の部  ：    ９９２名 5/2 午前の部 ：     ９５３名 5/4 

午後の部  ：    ９７４名 5/2 午後の部 ：      ９２０名 5/4 

ご家族の方 事前登録者：  ２７２名  当日参加者 ：  ２５４名  

 午前の部  ：    １４５名 5 午前の部 ：     １２８名 5/4 

午後の部  ：    １２７名 5/ 午後の部 ：      １２６名 5/4 

※ 市外の中学校を卒業した場合は、現住所地での該当エリアで参加 

 

３ 二十歳の祝賀式実行委員会 

（１）実行委員９名 
（２）内訳   ①社会人    ・・・２名（山形市職員） 
        ②市内大学推薦 ・・・７名（学生） 
 

４ 運営協力 

（１）手話通訳（山形市身体障がい者福祉協会） ２名 
（２）雑踏警戒 山形警察署         １０名 
 

５ 二十歳の祝賀式テーマ 

テーマ  New Phase    
 ≪テーマに込める想い≫私たちはたくさんの人と出会い、支えられながら経験を積んできた。そして、

二十歳という節目を迎えた。これまでの積み重ねを大切にし、これからの人

生を自分らしく輝くものにしたい。仲間とともに New Phase へ 
 

６ ライブ配信 
式典に参加できない方に「山形市公式 YouTube チャンネル」で式典の様子をライブ配信した。 

 

７ 式典概要 

司 会  二十歳の祝賀式実行委員 

（１）開式のことば   （二十歳の祝賀式実行委員） 

（２）国歌斉唱       

（３）山形市民の歌斉唱   

（４）お祝いのことば （山形市長） 

（５）励ましのことば （山形市議会代表） 
（６）二十歳の決意   （二十歳の祝賀式実行委員） 
（７）閉式のことば  （二十歳の祝賀式実行委員） 
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No. 公民館 事業名 学習テーマ
世代間
交流

学校
連携

対象 区分 共催団体等 定員 主な内容 期間 回数 参加者数

1 中央 第29回たのしい人形劇
ふれあい交流（子
ども育成）

○ ○ 親子 主催 50 「やまがた人形劇の会」のメンバーによる人形劇の上演(5/22) 5月 1 69

2 中央 初めてのパソコン教室
ふれあい交流（子
ども育成）

○ 少年 主催 7
・プログラミングソフトで絵を動かしてみよう！（7/30）
・パソコンで年賀状を作ろう！（11/26）

7～11月 2 8

3 中央 宇宙探検隊
ふれあい交流（子
ども育成）

○ 親子 主催 30
フルカラーの立体映像で宇宙の様子を見ることができる「四次元宇宙シア
ター」の上映及び解説により、宇宙に関する基礎的な知識を学ぶ（9/24）

9月 1 25

4 中央 小学生おもしろ科学実験教室
ふれあい交流（子
ども育成）

○ ○ 親子 主催 20 超低温の世界で遊ぼ（10/29） 10月 1 20

5 中央
今日の気分で楽しむスパイス
講座

ふれあい交流（若
者支援）

青年 主催 10
スパイスを使った料理の試飲・試食と、スパイスの歴史・正しい使い方・楽
しみ方を学ぶ。（2/10）

2月 1 11

6 中央 マップ片手にウォーキング
ふれあい交流（ま
るごとやまがた）

成人 共催

山形市健康
づくり運動
普及推進協
議会

20 街なかにある野外彫刻やオブジェを探しながら散策（10/27） 10月 1 16

7 中央
山形市のまちとイザベラバー
ド

ふれあい交流（ま
るごとやまがた）

成人 主催 30 明治期に来日したイギリスの旅行家イザベラバードの足跡を学ぶ（2/5） 2月 1 32

8 中央 みそ作り講座
ふれあい交流（ま
るごとやまがた）

成人 主催 20 18割みそを作る（3/2） 3月 1 30

9 中央 山形の歴史と文化講座
ふれあい交流（ま
るごとやまがた）

成人 主催 30 幕末の山形と水野三郎衛門元宣（3/23） 3月 1 41

10 中央
「睡眠」と「健康」の知恵袋
講座

ふれあい交流（そ
の他）

成人 共催
明治安田生
命保険相互
会社

20
（明治安田生命ＭＹ定期講座）
・最適な「睡眠」を考える（6/8）
・よい睡眠のための睡眠環境（7/6）

6～7月 2 50

11 中央 消しゴムはんこ講座
ふれあい交流（そ
の他）

成人 主催 10 消しゴムはんこで名前を彫ろう（8/26） 8月 1 6

12 中央 私の紅茶探し
ふれあい交流（そ
の他）

成人 主催 12 ・紅茶の歴史・種類・淹れ方を学び、紅茶を楽しむ。（10/13） 10月 1 11

13 中央 和を楽しむ
ふれあい交流（そ
の他）

○ その他 主催 50 箏、尺八、津軽三味線の演奏会（3/3） 3月 1 160

14 中央 みんなアズまれ百歳体操
地域とともに考え
るまちづくり

高齢者 共催
第一地区社
会福祉協議
会

20
【第一地区】
百歳体操（健康体操）毎週金曜日
（まなび館の工事期間中のみ）

4～8月 22 490

15 中央
みんなアズまれ米袋でかわい
い手提げをつくってみよう

地域とともに考え
るまちづくり

成人 共催
ＪＡやまが
た（第四地
区）

20 米袋を利用して手提げを手作りする。（12/24、1/7） 12～1月 2 18

16 中央
みんなアズまれ頭が元気にな
る講座

地域と共に考える
まちづくり

成人 共催

さくら地域包
括支援セン
ター・山形市
社会福祉協議
会

20 頭と体を動かして脳のトレーニングを行う。（3/17） 3月 1 43

17 中央 第一地区「趣味の作品展」
ホール・ギャラ
リー

○ ○ その他 共催

第一地区町づ
くり振興協議
会・明治安田
生命保険相互
会社

500×3
30×2

・第一地区住民、第一小学校児童、近隣保育園等園児たちの、絵画・書道・
写真・手芸作品などを展示する。（9/2～4）
・明治安田生命イベントブースを設置し、血管年齢測定などを行う。
（9/2、3）

9月 5 1,079

18 中央 七日町商店街タイアップ
ホール・ギャラ
リー

その他 共催
七日町商店
街振興組合

250 山形交響楽団メンバーによるスペシャルミニコンサート（11/13） 11月 1 182

19 中央 おもしろマジックショー2022
ホール・ギャラ
リー

○ ○ 親子 主催 200 山形県マジッククラブによる様々なマジックの実演（11/20） 11月 1 338

20 中央
中央公民館サークル作品展示
会

ホール・ギャラ
リー

その他 主催 25
中央公民館で活動するサークル団体の作品展示会を実施する。（12/1～
12/4）

12月 4 180

21 中央
陸上自衛隊第６音楽隊
くるるコンサート

ホール・ギャラ
リー

その
他

主催 350 誰にでも楽しめるクラシックコンサート（3/11） 3月 1 490

22 中央 ピアノ弾き比べ体験講座
ホール・ギャラ

リー
その
他

主催 10 ホールにあるヤマハとスタインウェイのピアノを弾き比べ体験してもらう（3/19） 3月 1 8

集　　　計 53 3,307

１　令和４年度　地域づくり学習の推進　（地域住民のふれあい交流、地域と共に考えるまちづくり）

４　公民館における社会教育事業

中　央　公　民　館
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２　令和４年度　社会的要請学習の推進　

No. 公民館 事業名 学習テーマ
世代間
交流

学校
連携

対象 区分 共催団体等 定員 主な内容 期間 回数 参加者数

1 中央 スマートフォン講座 ICT 成人 主催
20×3
12×1

スマートフォンの基本操作と便利な活用方法など。（6/9、8/18、11/24）

アドレス帳への登録方法、ＬＩＮＥの使い方、二次元コードの読み取り方
等。（3/9）

6～3月 4 63

2 中央 成人パソコン講座 ICT 成人 主催 14

01実用パソコン講座（表計算編①）（9/28～30）
02電子アルバムを作ろう！（10/19～21）
03実用パソコン講座（関数編①）（11/9～11）
04実用パソコン講座（文書作成編①）（12/21～23）
05実用パソコン講座（関数編②）（1/11～13）
06ビジネスソフト活用講座（2/8～10）
07実用パソコン講座（文書作成編②）（2/15～17）
08実用パソコン講座（表計算編②）（3/15～17）

9～3月 24 283

3 中央 高齢者パソコン講座 ICT
高齢
者

主催 14

01文書作成入門（6/29～7/1）
02表計算入門（7/27～29）
03プレゼンテーション入門（8/3～5）
04文書作成講座（中級編）（9/７～9）
05表計算講座（中級編）（9/14～16）
06インターネットを活用しよう！（10/5～7）
07年賀状を作ろう！（11/16～18）
08インターネットで年賀状作成（12/7～9）

6～12月 24 290

4 中央
わたしと家族の「そうぞく」
講座

ライフデザイン 成人 共催

社会教育青少年
課・西部公民

館・明治安田生
命保険相互会社

20
（明治安田生命ＭＹ定期講座）
・"相続"と"争族"のはなし（10/5）
・最適な「ＭＹライフ＆エンディング」を考えよう（10/19）

10月 2 35

5 中央
自分でも書ける遺言書の作成
のすすめ

ライフデザイン 成人 共催
社会教育青
少年課・西
部公民館

20 自筆証書遺言書保管制度について（1/28） 1月 1 24

6 中央 収納整理講座 ライフデザイン 成人 共催
社会教育青
少年課・西
部公民館

20 「無理しないお片付け」で心地よく暮らす（2/24） 2月 1 29

集　　　計 56 724

３　令和４年度実施事業の「成果」と「課題」

４　令和４年度　公民館貸館利用状況

貸館利用件数 件

貸館利用者数 人

成果（□）
□　「みそ作り講座」はみそを手作りして楽しみたいという方の参加により年々増加しています。また、夫婦や親子など家族での参加も増えている。
□　これまでコロナ感染予防対策のため開催できなかった「おもしろマジックショー」や「和を楽しむ」などの事業が再度開催できたことは大変良かった。どの事業も再
開を待ちわびた人たちでいっぱいだった。

【地域づくり学習】

2,730

30,533

課題（■）
■　子ども支援の「絵本講座」は、受講者が集まらず、中止となってしまった。内容の再検討が必要であると思う。

成果（□）
□　ICTの「成人パソコン講座・高齢者パソコン講座」は、パソコン室での開催にもどり、受講者もそこそこに集まっておりコロナ以前に戻ってきている。
□「わたしと家族の「そうぞく」講座」は明治安田生命との共催で、話し方も丁寧で評判良かった。

【社会的要請学習】

課題（■）
■　コロナ感染拡大防止の観点から、予防接種未接種の乳幼児を対象とした「赤ちゃんとママのスキンシップ教室」について、実施のタイミングがつかめず、結果的に実
施できなかった。
■　「みんなアズまれ百歳体操」は８月まで中央公民館で実施したが、９月からはＱ１に戻ってしまった。替り代わりの事業について検討が必要かと思う。
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１　令和４年度　地域づくり学習の推進　（地域住民のふれあい交流、地域と共に考えるまちづくり）

No. 公民館 事業名 学習テーマ
世代間
交流

学校
連携

対象 区分 共催団体等 定員 主な内容 期間 回数 参加者数

1 東部 いっぱいあそぼう！親子ひろば
ふれあい交流（子育
て支援）

○ 親子 主催 20 親子ヨガ（6/20） 6月 1 22

2 東部
東部子どもクラブリバーサイド
キッズ

ふれあい交流（子ど
も育成）

○ 少年 主催 20
①プラネタリウムで星を観察（7/30）　②徳良湖の遊歩道をウオーキング（8/7）　③
けん玉教室（11/6、11/13）

7～11月 4 75

3 東部 ワクワクこども体験教室
ふれあい交流（子ど
も育成）

○ 親子 主催 10 親子で楽しむヨガ教室（11/27） 11月 1 9

4 東部
山形大学の新しいグランドで
地区民体育交流

ふれあい交流（若者
支援）

○ ○ その他 共催

山形大学、第
五地区町内会
連合会・第八地
区自治推進委

員会

60 山形大学の新しいグランドで地区民体育交流（10/30） 10月 1 55

5 東部 やまがたを知る
ふれあい交流（まる
ごとやまがた推進
事業）

成人 主催
福祉文化セン

ター

30×2
20×1
40×1

①イザベラバードと山形（10/8、11/5）　②気候変動とやまがた（11/25）　③山形市
の伝統料理「すっぽこ」の歴史講座(2/18)

10～2月 4 63

6 東部 奥の細道を学ぶ
ふれあい交流（まる
ごとやまがた推進
事業）

成人 主催 20 松尾芭蕉の足跡を辿る(座学）（12/10、12/17） 12月 2 13

7 東部 居場所づくり（卓球台利用）
ふれあい交流（その
他）

その他 主催 500 卓球スペースの提供による住民の居場所づくり（4月～3月） 4～3月 1 689

8 東部 手話を知ろう
ふれあい交流（その
他）

成人 共催
福祉文化セン

ター
20 手話の基本を学ぶ（1/18．1/25．2/1．2/8．2/15） 1～2月 5 106

9 東部
あなたは大丈夫？フレイル予防
講座

ふれあい交流（その
他）

成人 共催
明治安田生命
保険相互会社

20 フレイル予防について学ぶ（7/21、8/4） 7～8月 2 26

10 東部 わたしと家族の「そうぞく」講座
ふれあい交流（その

他）
成人 共催

明治安田生命
保険相互会社

18
①相続と争族のはなし（2/2）　②最適な「ＭＹライフ＆エンディング」考えよう（2/9）
③笑顔を運ぶ「遺言」のはなし（2/16）

2月 3 52

11 東部
東部公民館・福祉文化センター
利用者団体作品展示・発表会

ふれあい交流（その
他）

その他 共催
福祉文化セン

ター
300

文化祭の代わりの事業「令和4年度東部公民館・福祉文化センター利用者団体の
作品展示・発表会」を開催（10/22・23）

10月 2 94

12 東部 いきいき百歳体操
地域と共に考えるま
ちづくり

高齢者 共催
済生会愛らん
ど包括支援セ

ンター
30

健康づくり体操（4/28、5/12、5/26、6/9、6/23、7/14、7/28、8/25、9/8、9/22、
10/13、10/27、11/10、11/24、12/8、12/22、1/12、1/26、2/9、3/9、3/23）

4～3月 21 202

13 東部 防災とまちづくり
地域と共に考えるま
ちづくり

成人 主催 20
家庭での防災対策として、特に自然災害時の非常食・防災用品の備えについて専
門家の話を聞き、学ぶ（10/29）

10月 1 12

集　　　計 48 1,418

東　部　公　民　館
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２　令和４年度　社会的要請学習の推進　

No. 公民館 事業名 学習テーマ
世代間
交流

学校
連携

対象 区分 共催団体等 定員 主な内容 期間 回数 参加者数

1 東部 スマートフォンの楽しい使い方 ＩＣＴ 成人 主催 8 スマホの基本操作（メール・ライン・アプリ等）（9/21、9/22、9/24） 9月 3 36

2 東部 親子リサイクル工作教室 環境・エネルギー ○ 親子 共催
元木公民館・社
会教育青少年

課
20 不用品を使った工作づくり（7/31） 7月 1 13

3 東部 エコ施設見学会 環境・エネルギー 成人 共催
元木公民館・社
会教育青少年

課
12 エコハウス・山形市浄化センター見学（9/29） 9月 1 7

4 東部 環境講座 環境・エネルギー 成人 共催
元木公民館・社
会教育青少年

課
20 地球温暖化の現状とその対策について（12/1） 12月 1 6

5 東部 茶道教室 子ども支援 ○ 親子 主催 10 茶道にチャレンジしよう（7/24、8/27、12/25） 7～12月 3 29

集　　　計 9 91

３　令和４年度実施事業の「成果」と「課題」

４　令和４年度　公民館貸館利用状況

貸館利用件数 件

貸館利用者数 人

1276

9576

課題（■）
■「親子リサイクル工作教室」と「環境講座」など、広報やまがたに原稿件数を制限され、掲載することができず参加者が予想よりも少なくなった。このような場合、他にどのような周知・
広報が効果的なのか課題となった。
■「スマートフォンの楽しい使い方講座」は、講師1人に対し4名の受講者で精一杯という受講者数に限度があるようだ。従って、講師数を確認してから募集人数を決める必要があり受
講者数が多い程良いということにはならず、注意が必要だった。

成果（□）
□「スマートフォンの楽しい使い方講座」は、講師役に携帯電話販売店店員が直接受講者に細かく丁寧に分かり易く説明し、また、高校生のボランティアも手伝いがあり、良い教室に
なった。
□「親子リサイクル工作教室」は、家庭の不用品を利用した工作により、物を大切にする心を学べたと思う。
□「エコ施設見学会」は、環境にやさしいエコハウス・浄化センターを見学したことにより、地球環境問題について考える良い機会になったと思う。
□「環境講座」は、アンケートで受講者の全員が大変わかりやすかったと回答しており、地球温暖化の現状を学べたと思う。
□「茶道教室」は、宝紅庵において茶道家から茶の湯の基本的な作法をについて学び、日本の伝統文化の興味が高まったと思う。

【社会的要請学習】

課題（■）
■「親子リサイクル工作教室」、「環境講座」その他事業についても、広報やまがたへ当初希望通りの事業が掲載されず、市民へ周知が難しかったことから参加者が少なくなった。この
ような場合、他にどのような周知・広報が効果的なのか課題です。
■東部子どもクラブリバーサイドキッズでは、夏休み中の徳良湖ウオーキング体験を8月初旬に実施したところ午前中の時間帯に行った結果、熱中症が心配される蒸し暑さがあり実施
時期に配慮することが課題になった。
■奥の細道を学ぶ講座は、昨年度に引続きの講座でしたが、参加者数が予想より少なく、アンケートでさほど効果が大きくなかっと思った。内容・講師の再検討が課題である。
■「防災とまちづくり」は、講師の店の防災グッズの宣伝のような場面があったというアンケート結果があり、課題となった。

成果（□）
□「いっぱいあそぼう！親子ひろば」は、親子が楽しい時間を過ごせた思う。また、子育て世代のコミュニケーションづくりを支援することができた思う。
□「東部子どもクラブリバーサイドキッズ」は、主に学童の夏休みを利用した事業で予定通りに楽しく実施できた。
□「ワクワクこども体験教室」は、親子で参加できる有意義な体験学習の機会を提供することができたと思う。
□「山形大学の新しいグランドで地区民体育交流」は、天候に恵まれ地域住民の交流として良い機会を提供できた。
□「やまがたを知る事業」は、館長講座として身近な歴史を披露していただき参加者も熱心に聴き入れ好評だった。
□「気象台出前講座」は、山形市の地形の特徴などを丁寧に説明され、参加者の関心も高く質問も出て良かったと思う。
□山形市の伝統料理「すっぽこ」の歴史講座は、福祉文化センターとの共催事業として開催し、講師の受講者を引き付ける軽快なトークで楽しく歴史と食の道のりを学ぶことが出来た。このことをきっかけに山形の 郷土
料理の灯を消すことのない食文化を繋げていけたらと思う。
□「奥の細道を学ぶ」は、講師の日頃の研究成果をテーマに沿って丁寧な解説をして下さった。
□「あなたは大丈夫？フレイル予防講座」は、フレイルから介護につながる危険信号を見逃さないための予防方法を学べたと思う。
□「わたしと家族の「そうぞく講座」は、よりよい未来のための「そうぞく」、「ライフ＆エンディング」について学び考える機会を提供できたと思う。
□「いきいき百歳体操」は参加者の多くが活き活きと取り組んでいた。
□「居場所づくり事業（卓球台利用）」は、子どもから高齢者まで多くの住民の方々の利用があり、みなさんが楽しく活動していた。
□「手話を知ろう講座」は、５日間でも少ない内容でしたが参加者からは好評で実りある教室だったと思う。
□「東部公民館・福祉文化センター利用者団体作品展示・発表会」は、展示品、出し物とも好評で来館者、参加者は満足に見て成功だったと思う。
□「防災とまちづくり」は、防災士から専門の話をわかりやすく災害時の備え、家庭で準備しておくべき食品等を中心に講義があり、住民の防災意識のアップが図れたと思う。

【地域づくり学習】
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１　令和４年度　地域づくり学習の推進　（地域住民のふれあい交流、地域と共に考えるまちづくり）

No. 公民館 事業名 学習テーマ
世代間
交流

学校
連携

対象 区分 共催団体等 定員 主な内容 期間 回数 参加者数

1 西部 見て！聞いて！楽しんで！
ふれあい交流（子育
て支援）

○ 親子 主催 16 絵本の読み聞かせと紙芝居（3/4） 3月 1 14

2 西部
〝 映画監督に挑戦！〟
 ～パラパラアニメづくり～

ふれあい交流（子ど
も育成）

○ 少年 共催

山形国際ド
キュメンタ
リー映画祭
事務局

12
①１６ｍｍフィルムを利用した短編アニメづくり （7/23）
②デジタルカメラを利用した短編アニメづくり （7/30）

7月 2 10

3 西部
ドキドキがいっぱい子どものつ
どい

ふれあい交流（子ど
も育成）

○ ○ 少年 主催

20人×
3回
10人×
1回
12人×
1回

①夏休みアニメまつり （8/6）　　②ねんど工作 （10/1）
③冬休みアニメまつり (12/24）  ④理科実験教室(2/4）
⑤春休みアニメまつり（3/25)

8～3月 5 51

4 西部 挑戦！手打ちそば入門
ふれあい交流（若者
支援）

青年 主催 8
水まわしから包丁切りまでのそば打ち全工程の実技体験
   １回目（11/26）　　２回目（1/ 21 ）

11～2月 2 6

5 西部 郷土史を探る講座
ふれあい交流（まる
ごとやまがた推進
事業）

成人 共催
西部公民館
地区郷土史
愛好会

50
やさしく語る新説日本仏教史
①古代仏教史 (7/26)　　②中世仏教史（9/6）　　③中世仏教史②(11/22)

7～11月 3 106

6 西部 歴史発掘物語
ふれあい交流（まる
ごとやまがた推進
事業）

成人 主催

30人
×2回
10人
×1回

①解説 ～ 時空を越えて蘇る 山形城本丸 ～ （9/7）
②最新発掘見聞録 ～ 山形城本丸の遺構 ～ （9/14）
③いにしえ浪漫 ～ 太古のやまがた物語 遺跡･古墳巡り ～ （11/16）

9～11月 3 67

7 西部 健康づくり講演会
ふれあい交流（その
他）

その他 共催
西部公民館
利用団体協
議会

50 講演 　「新型コロナウイルス感染症対策の現状と今後の見通し」　(5/28) 5月 1 38

8 西部
〝健康の秘訣〟
歩け歩け楽々ウォーキング

ふれあい交流（その
他）

その他 共催

第二地区社会
福祉協議会
さくら地域包括
支援センター

15
ノルディックウォーキングの体験
　①　西部公民館周辺のウォーキング(9/27)
  ②　霞城公園往復のウォーキング(10/14)

9～10月 2 18

9 西部 西部そば打ち道場
ふれあい交流（その
他）

成人 主催 8
水まわしから包丁切りまでのそば打ち全工程の実技体験
　１回目（10/13）　　２回目（11/10）

10～11月 2 13

10 西部 極上珈琲の淹れ方講座
ふれあい交流（その
他）

成人 主催 8
珈琲の基礎知識、豆の見分け方、保存方法及びコーヒーフィルターを使った珈琲
（ホット）の淹れ方の実習 （11/18）

11月 1 8

11 西部 ～県人作家 執筆秘話～
ふれあい交流（その
他）

その他 主催 50 講演 ～ 深町秋生「ヘルドックス　地獄の犬たちを中心に」 ～ (11/26) 11月 1 34

12 西部 お正月の縁起物講座
ふれあい交流（その
他）

成人 主催

15人
×1回
20人
×1回

①お正月のしめ飾り （12/4）
②お正月の生け花 （12/28）

12月 2 35

13 西部 マメで達者で100歳体操！
地域と共に考えるま
ちづくり

高齢者 共催

第二地区社会
福祉協議会
さくら地域包括
支援センター

15
いきいきと活動できる身体づくりと仲間づくりのため、１階ロビーにおいて100歳体
操を実施した。（毎週金曜日）

4～3月 46 673

14 西部 地域防災講座
地域と共に考えるま
ちづくり

成人 共催

上町１・上町
２・上町東及
び五日町２
町内会
市避難所・
防災支部運
営委員会
明治安田生
命保険相互
会社

20人
×1回
50人
×2回

①講座　～おすすめの防災グッズと震災の体験をつなげる１時間(7/15)
②AED使用方法と心肺蘇生法の実演・避難訓練・初期消火訓練（10/8）
③防災講演会～災害時における自衛隊の活動等について～（3/11）

7～3月 3 124

15 西部 単身高齢者との交流会
地域と共に考えるま
ちづくり

高齢者 共催
第二地区連
合婦人会

20 講談、ビンゴゲーム、手・指体操、童謡合唱（11/1) 11月 1 23

集　　　計 75 1,220

西　部　公　民　館
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２　令和４年度　社会的要請学習の推進　

No. 公民館 事業名 学習テーマ
世代間
交流

学校
連携

対象 区分 共催団体等 定員 主な内容 期間 回数 参加者数

1 西部 意外と簡単!スマホ活用術 ＩＣＴ ○ 高齢者 共催

山形市社会福
祉協議会
さくら地域包括
支援センター

8
LINEの設定と基本操作,テレビ電話,LINEでの仲間との話し方
１回目（9/20）　　２回目（9/29）　　３回目（9/30）

9月 3 23

2 西部 将来に備えて終活講座 ライフデザイン 成人 共催

中央公民館
社会教育青少
年課
明治安田生命

20
①葬祭時における必要手続きの話(7/20)
②争族にならないための相続の話(8/23)
③エンディングノートの話(9/21)

7～9月 3 54

3 西部
わくわくどきどき
～子ども絵画教室～

子ども支援 ○ 少年 主催 12
①ミテカク○○○　おっきいぞ！？ （9/3）
②へ～んしん！　〇〇〇の手（11/5）

9～11月 2 23

集　　　計 8 100

３　令和４年度実施事業の「成果」と「課題」

４　令和４年度　公民館貸館利用状況

貸館利用件数 件

貸館利用者数 人

2,482

23,396

課題（■）
■意外と簡単！スマホ活用術（新規事業）
　各参加者の操作レベルや講座希望内容に違いがみられるため、講座内容や進め方に検討が必要。
■将来に備えて終活講座（新事業）
   テーマによっては難しい内容もあり評価が低かったものもあった。分かりやすい講座にするための工夫が必要。

成果（□）
□意外と簡単！スマホ活用術（新規事業）
　スマートフォンを持っている高齢者を対象に行ったが、関心が非常に高く受付開始後すぐに定員に達した。講師の方から熱心に指導してもらい、参加者からの評価も高かった。
□将来に備えて終活講座（新規事業）
 ３回に分けて講座を行った。講座内容によって評価がばらついたところもあったが、関心の高いテーマでもあり参加者からは概ね高い評価が得られた。

【社会的要請学習】

課題（■）
■ドキドキがいっぱい子どものつどい（継続事業）
　５回の事業のうち、３回のアニメまつりは参加率が高くなかった。事業への参加人数に対応した実施回数の見直しが必要。
■健康の秘訣歩け歩けウォーキング（継続事業）
　参加者が定員の６割にとどまった。広報の仕方を工夫するとともに、安全面のこともあるので、定員についても検討が必要。
■県人作家執筆秘話（継続事業）
　講座の実施時期が、作家の作品の映画化の時期と重なり、他の主催者による講演会も多数行われたため参加者がふるわなかった、開催時期に工夫が必要。

成果（□）
□ドキドキがいっぱい子どものつどい（継続事業）
　５回の講座のうち、「ねんど工作教室」「理科実験教室」については、参加した子どもたちが作品作りに熱心に取り組んでいた。ほとんどの子どもが楽しかったと答えており、理科工作
等を通して好奇心を育むという目的は達成できた。
□健康の秘訣歩け歩けウォーキング（継続事業）
　今年度は初心者向けと、経験者向けの２回に分けて実施した。参加者のレベルに合わせた距離での体験となったので、参加者間で大きく差が開くことなく安全に実施できた。実技前
の講義・練習も大変勉強になったと好評であった。
□県人作家執筆秘話（継続事業）
 　作家本人よりインタビュー形式での講演希望があり、聞き手にフリーアナウンサーを起用するとともに、公民館のスクリーンとプロジェクターを活用した新たな発想の講座を実施し
た。参加者の評価は高く、作家の話、プロのアナウンス、プロジェクター上映内容に満足したとの声が多数寄せられた。

【地域づくり学習】
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１　令和４年度　地域づくり学習の推進　（地域住民のふれあい交流、地域と共に考えるまちづくり）

No. 公民館 事業名 学習テーマ
世代間
交流

学校
連携

対象 区分 共催団体等 定員 主な内容 期間 回数 参加者数

1 南部 南部子育て支援事業
ふれあい交流（子育

て支援）
○ ○ 親子 主催 16 親子でみそ作り（2/12） 2月 1 21

2 南部 南部キッズ楽校
ふれあい交流（子ど

も育成）
○ 少年 主催

20人
*3回
12人
*2回

①理科実験教室  （プラ板でストラップ作り）　ア（10/8）　  イ（10/9）
②パステル色あそび　　ア（10/8）　　イ（10/9）
③楽しい和菓子作り教室　（11/5）

10～11月 5 96

3 南部 南部ファミリー楽校
ふれあい交流（子ど

も育成）
○ ○ 親子 主催 16 親子そば打ち(11/12) 11月 1 16

4 南部 山形自然ものがたり
ふれあい交流（まる

ごとやまがた）
成人 主催 10

春植物観察会
①野草園内の散策と植物観察 　@野草園　(5/26)
②蔵王ペンション村の散策と植物観察　＠蔵王ペンション村　(6/2)

5～6月 2 19

5 南部 南部キッチン
ふれあい交流（まる

ごとやまがた）
成人 主催 15

①山形の郷土料理(12月)⇒中止
②ひな祭りのデコ巻き寿司作り(2/4)

2月 1 20

6 南部 南部いきいき百歳体操
ふれあい交流（その

他）
高齢
者

共催
第六地区社
会福祉協議
会

25 いきいき百歳体操の実施(5月～3月) 5～3月 20 292

7 南部 南部寿大学①
ふれあい交流（その

他）
高齢
者

共催
明治安田生
命保険相互
会社

20
①「睡眠」と「健康」の知恵袋講座
　ア（6月30日）
　イ（7月21日）

6～7月 2 41

8 南部 南部寿大学②
ふれあい交流（その

他）
高齢
者

主催 20
①落語会（8月18日）
②明治の食育（9月15日）
③施設見学会（10月17日）

8～10月 3 62

9 南部 南部オトナのお気軽教室①
ふれあい交流（その

他）
成人 共催

明治安田生
命保険相互
会社

20
私と家族の「そうぞく講座」
　①”相続”と”争族”のはなし（8/2）
　②最適な「MYライフ＆エンディング」を考えよう（9/1）

8～9月 2 37

10 南部 南部オトナのお気軽教室②
ふれあい交流（その

他）
成人 主催 20 これからの賢い資産運用を学ぶ（2/25） 2月 1 22

11 南部 第38回南部公民館まつり
ふれあい交流（その

他）
○ ○

その
他

共催
南部公民館
まつり実行
委員会

2000
・ミニコンサート　・作品展示 　・芸能発表　・ダンス交流会
・福祉バザー　・囲碁将棋対局　・売店　・わんぱく広場等
(10/8～9)

10月 2 2,760

12 南部 南部わくわく生活
ふれあい交流（その

他）
成人 主催 20 庭木の管理講座(3/8) ３月 1 44

13 南部
南部地区
感動再発見

地域とともに考える
まちづくり

成人 主催 10 八日町・六椹八幡界隈　歴史散歩（11/10） 11月 1 12

14 南部 南部歴史講座
地域とともに考える
まちづくり

成人 共催
南部郷土史
愛好会

50

南部歴史散歩　①はやり病と明治・大正期の人びと（12/19）
　　　　　　　　　　②鳥居忠政山形入封四百年と寺院（1/16）
　　　　　　　　　　③幕末史のターニングポイント
　　　　　　　　　　　　～慶応３年７月:西郷隆盛とｱｰﾈｽﾄ・ｻﾄｳの会談～（2/20）

12～2月 3 145

集　　　計 45 3,587

南　部　公　民　館
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２　令和４年度　社会的要請学習の推進　

No. 公民館 事業名 学習テーマ
世代間
交流

学校
連携

対象 区分 共催団体等 定員 主な内容 期間 回数 参加者数

1 南部 スマートフォン基礎講座 ICT 成人 主催
① 20人
②12人*
２回

①はじめてのスマートフォン教室（5/31）
②スマートフォン基礎講座
　ア（6/23）
　イ（8/24）

5～8月 3 43

2 南部 脂質異常を改善する食生活 健康づくり 成人 共催
江南公民館
社会教育青
少年課

30
前半:栄養学全般の講座。後半:脂質異常を改善する食事のとり方を中心とした改
善方法を学ぶ講座。(10/26)

10月 1 26

3 南部 肩こり・腰痛改善講座 健康づくり 成人 共催
江南公民館
社会教育青
少年課

20
長引く肩こり・腰痛を根本改善！セルフケアで姿勢矯正する方法をスポーツ医学を
修得した整体師に学ぶ講座(11/24)

11月 1 23

4 南部 南部軽運動部 健康づくり 成人 共催
江南公民館
社会教育青
少年課

20 肩スッキリ！背中スッキリ！健康体操教室(1/24) １月 1 20

5 南部 スポーツチャンバラ教室 子ども支援 ○ 少年 主催 15

スポーツチャンバラ教室　@南部体育館
　ア (6/26)
　イ(8/10)
　ウ(10/30)

6～10月 3 30

集　　　計 9 142

３　令和４年度実施事業の「成果」と「課題」

,

４　令和４年度　公民館貸館利用状況

貸館利用件数 件

貸館利用者数 人

2706

23683

課題（■）
■ スマートフォン基礎講座②は、参加者自身のスマホを使っての講座につき機種や参加者のレベルがバラバラだったため、準備段階や操作説明に時間がかかって効率が悪かった。
来年度は、参加対象は「超初心者」としてレベルを合わせ、高校生ボランティアの活用して講師の陣容を強化し、講座がスムーズに行えるように工夫したい。
■ 「健康づくり」は、「講義のみ」の講座と「講義＋実技」の講座と実施したが、講義のみの講座は、どちらかというと全体的な「総論」（どこかで聴いたことがある内容）になりがちなので、
テーマに沿った具体的な「各論」（実践できる方法）にしてもらうように、事前に講師と念入りに打合せする必要がある。
■ 「子ども支援」は、保護者も一緒に参加しやすいように主に日曜日に実施している。なお、夏休み期間は平日開催としたが、思いのほか申し込みは少なかったことから、夏休み期間も
日曜日開催とすべきか要検討。

成果（□）
□ 「ＩＣＴ」のスマートフォン基礎講座①は、これからスマホを使いたい人限定のため、スマホの機種を統一して実施したことから進行もスムーズで評価も高かった。
□ 「健康づくり」については、健康対策に関心のある方や悩まされている方が多いせいか、３講座とも意欲的で熱心な方が参加され、休憩時間にも講師に質問する方が多かった。ま
た、簡単に自分でできる方法も教えてもらったことから「自宅で実践します」との声が多く寄せられていた。
□ 「子ども支援」については、体育館を併設している南部公民館の特徴を生かした講座として実施している。参加者には、継続参加してくれている経験者（上級生）もいて、初心者（下級
生）に教えたり、ペアとなって試合をしてくれるなど、ねらいどおり学区や学年の違う小学生達が楽しく交流できていた。

【社会的要請学習】

課題（■）
■ 南部公民館管内は、公民館報の周知だけで一定数の申込者が見込めるため、比較的定員の少ない事業については広報やまがたへの原稿掲載判断がむずかしい。
■ 公民館まつり（文化祭）は、 「感染対策」をしたうえで「内容を絞り込み」「方法を工夫」しながら無事に２日間開催することができた。今後もコロナ禍での開催という状況は当分変わら
ないと思うので、安易に中止と判断するのではなく、できる限り開催に向けて前向きに取り組み、できる限りコロナ禍になる以前の賑わいを取り戻せるように、年々工夫を凝らしながら進
めていくべきと思う。

成果（□）
□ 実施したほとんどの事業において、定員を上回る参加者があり評価も良かったことから、テーマの設定や講座内容については「的を得ている」ものができたと思う。
□ 今年度は、コロナ禍であったが、ほぼ例年どおりの内容で公民館まつり（文化祭）を開催した。３年振りの開催であり少し不安を抱えての開催だったが、家族連れなど地域の方が
思ったより多く訪れてくれたことにより、相互交流が図られたと共に、久々に日頃の活動の成果発表の場となることができた。また、会場準備や後片付けについては、段取りを見直して
効率よく参加団体総出で行ったことから、時間短縮と連携意識を深めることができた。

【地域づくり学習】
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１　令和４年度　地域づくり学習の推進　（地域住民のふれあい交流、地域と共に考えるまちづくり）

No. 公民館 事業名 学習テーマ
世代間
交流

学校
連携

対象 区分 共催団体等 定員 主な内容 期間 回数 参加者数

1 北部 スマイル子育てタイム
ふれあい交流（子育
て支援）

親子 共催
北部おしゃべ
り子育てサロ

ン
20

①親子で楽しむヨガ(2/9)
②親子で楽しむリトミック(3/9)

2～3月 2 44

2 北部 北部おもしろ工作教室
ふれあい交流（子ど
も育成）

○ ○ 少年 主催 25
つくってみよう！わたしだけのクリアせんす（6/25）、マジカルハンド（7/23）、デコって万華鏡（8/27）、と
べ‼スチロールとんぼ（9/24）、ドキドキ！へんしん！ハロウィンパーティー（10/29）、とびだすポップアッ
プカード（11/26）、ぎゅうにゅうパック羽子板（12/24）,つくってあそぼう　キラキラドーム(1/28)

6～1月 8 202

3 北部
クリスマスはもうすぐ！
親子でデザート作り

ふれあい交流（子ど
も育成）

○ ○ 親子 主催 8 クリスマスに向けた親子での調理実習（12/3） 12月 1 8

4 北部
ハートオブヨガ
こころとからだのエクササイズ

ふれあい交流（若者
支援）

青年 主催 20 心と体の調和を図るヨガ体操の実技（10/1） 10月 1 11

5 北部
地域の歴史を学ぶ
史跡めぐり

ふれあい交流（まる
ごとやまがた推進
事業）

成人 主催 20
①春の史跡めぐり（6/8）
②秋の史跡めぐり（10/13）
③伊達・上杉等の抑え役、鳥居氏と県内諸藩との関係（3/2）

6～3月 3 50

6 北部 山形自然ウォーキング
ふれあい交流（まる
ごとやまがた推進
事業）

成人 主催 10
①あじさい参道散策（6/30）
②悠創の丘散策（11/2）

6～11月 2 17

7 北部
「山形県産の大豆と米」で
つくる手作りみそ講座

ふれあい交流（まる
ごとやまがた推進
事業）

成人 主催 20 みそ作り（11/26） 11月 1 22

8 北部 はじめてのそば打ち体験教室
ふれあい交流（まる
ごとやまがた推進
事業）

成人 主催 10 そば打ち体験（1/21） 1月 1 9

9 北部
令和4年度
北部公民館利用者団体
連絡協議会総会

ふれあい交流（その
他）

○ その他 共催
北部公民館利
用者団体連絡

協議会
40 公民館利用者団体、サークルとの意見交換（5/21） 5月 1 48

10 北部 北部☆夏コンサート♪
ふれあい交流（その
他）

○ ○ その他 主催 100 ・山形弦楽四重奏団演奏会（8/3） 8月 1 45

11 北部
“シニア対象”
手軽に取り組む軽運動教室

ふれあい交流（その
他）

高齢者 主催

15人＊
1回
25人＊
1回

・手軽に取り組む軽運動教室（8/31）
・足裏マッサージ等の実技（3/4）

8～3月 2 41

12 北部
MY定期講座
「睡眠」と「健康」の知恵袋講座

ふれあい交流（その
他）

成人 共催
明治安田生命
保険相互会社

25
・人生100年時代！くらしに役立つ「睡眠」と「健康」の知恵袋（10/8）
・良い睡眠とれていますか？ちょっとした工夫で睡眠満足度アップ（10/22）

10月 2 27

13 北部
北部公民館
新春のつどい

ふれあい交流（その
他）

○ その他 共催
北部公民館利
用者団体連絡

協議会
- 北部公民館を拠点に活動する諸団体の親睦及び市長・地域づくり団体による新春の講話（1/7） 1月 1 68

14 北部
防災支部と第三・第九地区の防
災について考える集い

地域と共に考えるま
ちづくり

その他 共催

北部公民館利用者
団体連絡協議会、第
三・第九地区社会福
祉協議会、町内会長

会

30
・講義：山形市の防災体制について・北部公民館防災支部区域内の状況について・地域における防災
対策の現状と課題（11/21）

11月 1 46

15 北部 第三地区「大人の寺子屋」
地域と共に考えるま
ちづくり

成人 共催
第三地区社会福祉

協議会、第三地区町
内会長会

80 講演「認知症を先送りする知恵」～地域の重要性を一緒に考えましょう～（12/3） 12月 1 97

16 北部
第三・第九地区
第2回　みんなで「介護」の勉強
してみませんか

地域と共に考えるま
ちづくり

成人 共催

北部公民館利用者
団体連絡協議会、第
三・第九地区社会福
祉協議会、地域包括
支援センターかがや

き

50
講義「介護が必要になったとき」（1/28、2/18）
講義「訪問診療の現場から」（2/4、2/25）
会場：北部公民館・第九小学校

1～2月 4 142

集　　　計 32 877

北　部　公　民　館
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２　令和４年度　社会的要請学習の推進　

No. 公民館 事業名 学習テーマ
世代間
交流

学校
連携

対象 区分 共催団体等 定員 主な内容 期間 回数 参加者数

1 北部 かんたん！スマートフォン教室 ICT 成人 主催 10 基本操作、Wi-Fiへの繋ぎ方、インターネット、LINEの使い方（11/5、11/12、11/26） 11月 3 28

2 北部
MY定期講座
今から取り組もう！防災講座

防災・防犯 成人 共催

社会教育青少
年課
霞城公民館
明治安田生命

25
・在宅避難のススメ（6/11）
・風水害に備える「防災脳」ストレッチ（6/25）
・もしものときのアクションプラン（7/30）

6～7月 3 42

3 北部
「市民防災センター」
防災体験見学会
＠市民防災センター

防災・防犯 ○ ○ 親子 共催
社会教育青少
年課
霞城公民館

30 初期消火・地震・煙・119番通報等、災害遭遇時の体験見学（8/6） 8月 1 12

4 北部 子ども体験絵画教室 子ども支援 ○ 少年 主催 20
夏休みの楽しいことを絵に描いてみよう、
絵画コンクールに挑戦しよう、描き方アドバイス（8/4）
持ち帰って仕上げた絵へのアドバイス（8/12）

8月 2 28

集　　　計 9 110

３　令和４年度実施事業の「成果」と「課題」

４　令和４年度　公民館貸館利用状況

貸館利用件数 件

貸館利用者数 人

2,218

23,340

課題（■）
■　市民防災センター「防災体験見学会」は、日頃体験できない災害時の行動を学ぶ魅力的な講座だったが、子供には怖いと感じる体験内容でもあったため、募集・受付時に充分な
説明が必要である。

成果（□）
□　「かんたん！スマートフォン教室」は初めての実施だったが、情報化社会で誰もが端末を活用する機会が増えてきている中、とりわけ高齢者の関心が高かった。スマートフォンの
更なる普及とデジタルサービスの充実に伴い、受講希望は今後も増えると予想される。
□　「絵画体験子ども教室」は実施回数を重ね夏休みの事業として定着してきており、受講希望、受講満足度は共に高かった。

【社会的要請学習】

課題（■）
■　「ハートオブヨガ　こころとからだのエクササイズ」は、６年継続している事業だが近年参加者が伸び悩んでいる。興味を引くような講座内容の工夫、あるいは講座の見直しが必要
だと感じた。
■「北部☆夏コンサート」はここ２年ほどコロナ禍で参加者を制限して実施してきたが、今後は近くの学童クラブ等にも働きかけて参加者を増やしていきたい。

成果（□）
□　「みんなで介護の勉強してみませんか」は、前年度に続く２回目の事業で、北部公民館所管の第三・第九地区それぞれで同一内容の講座を行った。足を運びやすい身近な会場
で受講できるため、受講者には好評であった。
□「スマイル子育てタイム」は参加者から「来て良かった」「楽しかった」という声をいただいた。楽しい時間を過ごせる講座にすれば、参加者は自ずと集まると思った。

【地域づくり学習】
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１　令和4年度　地域づくり学習の推進　（地域住民のふれあい交流、地域と共に考えるまちづくり）

No. 公民館 事業名 学習テーマ
世代間
交流

学校
連携

対象 区分 共催団体等 定員 主な内容 期間 回数 参加者数

1 江南 子育て応援講座①
ふれあい交流（子育
て支援）

○ 親子 主催 20
①赤ちゃんヨガ(12/15)
②赤ちゃんヨガ(1/19)

12～1月 2 16

2 江南 子育て応援講座②
ふれあい交流（子育
て支援）

○ 親子 共催
第七地区社
会福祉協議

会
20 ①親子でだんごさし(1/6) 12～1月 1 26

3 江南 江南キッズクラブ
ふれあい交流（子ど
も育成）

○ ○ 少年 主催 20

・わくわく実験教室①浮沈子で遊ぼう！(7/29)
・お家でできる災害食クッキング教室(11/5)
・おもしろ工作教室③（1/28）
・わくわく実験教室②（3/11）

7～3月 4 28

4 江南 寺子屋塾
ふれあい交流（子ど
も育成）

○ ○ 少年 共催
山形県退職
公務員連盟
山形支部

40

①夏休み寺子屋塾(7/30)
②冬休み寺子屋塾(12/24)
③春休み寺子屋塾（3/24）

7～3月 3 76

5 江南 ヨガとピラティスで美しく
ふれあい交流（若者
支援）

青年 主催 15 ヨガとピラティスの体験（11/5、11/12、11/26） 11月 3 27

6 江南 やまがたの歴史講座
ふれあい交流（まる
ごとやまがた推進
事業）

成人 主催 20 山形城本丸　発掘調査の成果と今後の展開（2/17） 2月 1 8

7 江南 江南寿大学①
ふれあい交流（その
他）

高齢者 主催 30

・「お口若返り」講座（6/16）
・「社会の変化に応じた賢い消費者になるために」講座（7/20）
・「地元伝統野菜の魅力、野菜・果物と健康について」講座（9/28）
・「米袋でマイバックを作ろう」講座（12/15）

6～12月 4 65

8 江南 江南寿大学②
ふれあい交流（その
他）

高齢者 共催

山形市健康
づくり運動普
及推進協議
会5ブロック

30 健康づくり体操（7/5、11/4) 7～11月 2 24

9 江南 エンジョイ生活講座
ふれあい交流（その
他）

成人 主催 15 初心者のための水彩画教室(7/21、7/28、8/4) 7～8月 3 23

10 江南 江南公民館文化祭
ふれあい交流（その
他）

○ ○ その他 共催
江南公民館
文化祭実行

委員会
200 サークル・地域団体等の作品展示(10/15、10/16) 10月 2 320

11 江南 健康フェスティバル
ふれあい交流（その
他）

○ その他 共催
第七地区体
育振興会

40
ガラッキー・ポッチャの体験交流(11/27)
パックカール・ボッチャの体験交流（3/12）

11月、３月 2 42

12 江南 第３８回新春交歓会
ふれあい交流（その
他）

成人 共催

第七地区自治
推進委員会・町
内会連合会・社
会福祉協議
会、サークル連
絡会

80 新春の交歓（1/7） 1月 1 85

13 江南 元気で長生き！百歳体操
地域と共に考えるま
ちづくり

高齢者 共催

第七地区社会
福祉協議会、
霞城北部地域
包括支援セン
ター

20 健康づくりのための百歳体操の実践(毎週火曜日1階ロビーで開催) 4～3月 46 686

14 江南 介護予防に活かしましょう
地域と共に考えるま
ちづくり

高齢者 共催

第七地区社会
福祉協議会、
霞城北部地域
包括支援セン

ター

30

・加齢に伴う心身の老い衰えを防ぐ講座(5/18)
・自宅で出来る軽運動講座(6/21)
・若々しい心と身体を保つための栄養講座(7/15)
・自宅で出来るストレッチ体操(9/14)
・介護保険で利用できる施設を知る講座(10/26)

5～10月 5 94

15 江南 普段から備える災害対策
地域と共に考えるま
ちづくり

その他 共催

第七地区町内
会連合会,明治
安田生命保険

相互会社

40
・突然の地震に備える防災知識とアクションプラン(11/18)
・災害に備える「防災脳」を活性化！(3/10) 11～3月 2 38

集　　　計 81 1,558

江　南　公　民　館
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２　令和4年度　社会的要請学習の推進　

No. 公民館 事業名 学習テーマ
世代間
交流

学校
連携

対象 区分 共催団体等 定員 主な内容 期間 回数 参加者数

1 江南 はじめてのスマートフォン講座 ＩＣＴ 高齢者 主催 10
・スマホの基本的な操作（設定、アプリなど）（9/27）
・ＬＩＮＥの基本的な操作（友だち登録、メッセージなど）（9/29）
・ＬＩＮＥ公式アカウントでの情報取集（山形市、天気、防災など）（10/4）

9～10月 3 24

2 江南 「睡眠」と「健康」の知恵袋講座 健康づくり 成人 共催

明治安田生
命、社会教育
青少年課、南
部公民館

20
・「快適な睡眠を考える」（9/8）
・「良い睡眠のための睡眠環境」（10/6）

9～10月 2 31

3 江南 スローエアロビックで健康に 健康づくり その他 共催
社会教育青
少年課、南
部公民館

15 スローエアロビックの実技講習(12/9) 12月 1 15

4 江南 電波教室 子ども支援 ○ ○ 親子 主催 40 電波に関する学習・簡単なラジオ制作（8/6） 8月 1 36

集　　　計 7 106

３　令和4年度実施事業の「成果」と「課題」

４　令和4年度　公民館貸館利用状況

貸館利用件数 件

貸館利用者数 人

3,258

30,760

課題（■）
■はじめてのスマートフォン講座：講師２名で対応していただいたが参加者のレベルの幅が大きく一対一で指導する場面が多かった。次回開催時は対象者を絞ったり補助講師を増
やす等の対応が必要。

成果（□）
□はじめてのスマートフォン講座：スマートフォンの操作について、初心者向けの講座を待ち望んでいたとの声が多く熱心に受講していただいた。
□「睡眠」と「健康」の知恵袋講座：睡眠について関心をもっている方が多く熱心にメモをとりながら受講していた。関心の高さから短期間で募集定員に達した。
□スローエアロビックで健康に：参加者は笑顔で心地よい汗を流していた。年齢を問わず気軽に運動を楽しんでいただいた。
□電波教室：参加者全員が楽しく電波について学びラジオ制作に取り組んでいた。出来上がったラジオで受信できた時には喜びの声を上げていた。

【社会的要請学習】

課題（■）
■子育て応援講座：募集期間が短期間となってしまい参加者が少なくなってしまった。次年度は広報を強化することが必要である。
■江南キッズクラブ：これまで行ってきた内容を継続実施してきたが、今後は講座内容の工夫が必要と思われる。
■やまがたの歴史講座：座学を行ったが、今後は現地研修を取り入れるなど検討したい。
■江南寿大学：コロナの影響により8月と9月の講座が中止せざるを得なくなり残念であった。
■新春交歓会：次年度開催時にはコロナの感染状況等を見極め開催規模等について十分検討する必要がある。

成果（□）
□寺子屋塾：コロナ禍の中で人数制限を行う必要があったが、各回とも参加した児童は熱心に学び異学年の交流も盛んであった。
□江南寿大学：高齢者が元気に長生きできるヒントを学んでいただいた。
□江南公民館文化祭：地区団体や地区内の小学校児童の作品展示会に多くの地区民が観賞に訪れていただき地区の交流の場となった。
□健康フェスティバル：幅広い年代の地区民やスポ小から参加していただき、世代間の交流が図られ、地区のコミュニティづくりにとって効果的であった。
□新春交歓会：新型コロナ対応として参加者数の制限と内容の簡略化を行ったが、例年通り地区住民の親睦を深めることができた。
□元気で長生き!百歳体操：毎週楽しみに百歳体操に参加していただいており、事業を通した仲間づくりの一助になっている。

【地域づくり学習】
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１　令和４年度　地域づくり学習の推進　（地域住民のふれあい交流、地域と共に考えるまちづくり）

No. 公民館 事業名 学習テーマ
世代間
交流

学校
連携

対象 区分 共催団体等 定員 主な内容 期間 回数 参加者数

1 霞城 親子ふれあい教室
ふれあい交流（子育
て支援）

親子 主催 20 親子でヨガ（8/26） 8月 1 18

2 霞城
親子で学ぶ！動物愛護＆ふれ
あい教室

ふれあい交流（子ど
も育成）

少年 主催 20 講話、ふれあい体験（7/9） 7月 1 26

3 霞城 少年少女きらきら教室
ふれあい交流（子ど
も育成）

○ 少年 主催 110
①絵画体験教室（8/10）②ダンス教室（9/24、10/1,9）③霞城けん玉道場（1/28）
④アニメ上映会（3/22）⑤クリスマスキャンドル作り教室（12/4）

8～3月 5 79

4 霞城 親子野外学習
ふれあい交流（子ど
も育成）

少年 主催 12 野外学習(10/8) 10月 1 12

5 霞城 親子科学遊び教室
ふれあい交流（子ど
も育成）

○ ○ 親子 共催
山形市

総合学習
センター

30
①ゴムで遊ぼう( 10/8)　②音で遊ぼう(12 /3)　③空気で遊ぼう(12/24)
④磁石で遊ぼう(1/21 )　⑤静電気で遊ぼう( 2 /25)

10月～2月 5 123

6 霞城
ものづくり体験講座
「和菓子作り教室」

ふれあい交流（子ど
も育成）

少年 共催

山形県職業能
力開発協会

山形県技術振
興コーナー

15 和菓子作り（1/21） 1月 1 18

7 霞城
若者応援講座
「しっかり効く！正しいストレッチ
メソッドを学ぼう！」

ふれあい交流（若者
支援）

青年 主催 15 ストレッチメソッドを学ぶ（2/26） 2月 1 25

8 霞城
野草園ガイドウォークと平清水
焼陶芸体験

ふれあい交流（まる
ごとやまがた推進
事業）

成人 主催 15 ガイドウォークと陶芸体験（5/25） 5月 1 9

9 霞城 霞城歴史講座
ふれあい交流（まる
ごとやまがた推進
事業）

成人 共催
山形霞城
郷土史
研究会

50 歴史講座「義姫の真実」 ( 7 /21  ) 7月 1 52

10 霞城 手作り味噌講座
ふれあい交流（まる
ごとやまがた推進
事業）

成人 主催 20 味噌作り(10/22) 10月 1 25

11 霞城 霞城そば打ち道場
ふれあい交流（まる
ごとやまがた推進
事業）

成人 主催 4 そば打ち（11/5） 11月 1 4

12 霞城 居場所づくり事業（卓球台利用）
ふれあい交流（その
他）

その他 主催 400 卓球台と場所の提供　(通年) 4月～3月 1 379

13 霞城 山形再発見ウォーキング
ふれあい交流（その
他）

成人 主催 13 爽やかな初夏の葉山を歩いてみよう！ ( 6 /28 ) 6月 1 9

14 霞城 防災＆応急手当講座
ふれあい交流（その
他）

成人 主催 10 応急手当の実技指導(7/23) 7月 1 5

15 霞城 MY定期講座
ふれあい交流（その
他）

成人 共催

明治安田生
命

保険相互会
社

20
①女性のための「健康づくり栄養」講座（9/7、21）
②認知症予防講座（11/10、17、12/1）

9～12月 5 29

16 霞城 長生きスマイル時間　①
ふれあい交流（その
他）

高齢者 主催 20
①やわらか体操教室 ( 10 /4 )
②健康づくり運動( 2 /24 )

10月～2月 2 19

17 霞城 はじめてのパン作り講座
ふれあい交流（その
他）

成人 主催 8 パン作り(10/17) 10月 1 8

18 霞城 おなかの菌学で絶好腸！
ふれあい交流（その
他）

成人 主催 20 講話(10/29) 10月 1 12

19 霞城 お正月の彩り伝統講座
ふれあい交流（その
他）

成人 主催 15
①手作りしめ飾り作り( 11/26 )
②お正月を迎えるための生け花教室( 12 /28 )

11月～12月 2 37

20 霞城 生活実践講座
ふれあい交流（その
他）

成人 主催 30
①Xmasスワッグを作ろう！（12/10）②フラッフィーバッグを作ろう！（2/4）
③アイシングクッキーを作ろう！（3/11）

12～3月 3 31

21 霞城 長生きスマイル時間　②
ふれあい交流（その
他）

高齢者 共催 長寿支援課 30
①お口若がえり講座１ (12/22)
②お口若がえり講座２ (  1/26 )
③転倒予防のための栄養・運動( 2 /8 )

12月～2月 3 24

22 霞城 やまがた地域防災講演会２０２２
地域と共に考えるま
ちづくり

成人 共催
第十地区
市民運動

推進協議会
50 講演「困難を希望に変える力」(11/5 ) 11月 1 48

集　　　計 40 992

霞　城　公　民　館
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２　令和４年度　社会的要請学習の推進　

No. 公民館 事業名 学習テーマ
世代間
交流

学校
連携

対象 区分 共催団体等 定員 主な内容 期間 回数 参加者数

1 霞城 スマートフォン活用講座 ＩＣＴ 成人 共催 情報企画課 16
①電話のかけ方、カメラの使い方(3/1)
②インターネットの使い方(3/2)
③地図アプリの使い方(3/3)

３月 3 52

2 霞城
災害から身を守る天気図の見
方

防災・防犯 成人 共催
北部公民館
社会教育青

少年課
20 講義(6/24) 6月 1 18

3 霞城 防災再認識講座 防災・防犯 成人 共催
北部公民館
社会教育青

少年課
20 防災グッズや避難用具について学ぶ（7/26） 7月 1 18

4 霞城 災害食クッキング教室 防災・防犯 成人 共催
北部公民館
社会教育青

少年課
10 災害食クッキング（9/8） 9月 1 6

5 霞城 お菓子づくり教室 子ども支援 ○ 親子 主催 10
①親子クリスマスケーキづくり教室( 12/ 4 )
②親子でひなまつりのお菓子を作ろう( 2/26 )

12月～2月 2 28

集　　　計 5 70

３　令和４年度実施事業の「成果」と「課題」

４　令和４年度　公民館貸館利用状況

貸館利用件数 件

貸館利用者数 人

2659

22604

課題（■）

成果（□）
□「スマートフォン活用講座」については、定員の３倍を超える申し込みがあり、関心の高さを再認識すると同時に、講座も、３日連続で充実した内容になった。

【社会的要請学習】

課題（■）
■　「防災＆応急手当講座」は、実施会場が公民館ではなかったことと実施内容が不明瞭だったことが、参加人数が振るわなかった理由の一つではないかと感じ、次年度は計画も含
めて再検討していきたい。

成果（□）
□　少年対象事業を増やしたことで、たくさんの子どもたちにいろんな体験をしてもらい興味をもってもらえたことが大変よかった。次年度も子供たちにたくさんの初めての体験を提供
できる事業を計画実施していきたい。

【地域づくり学習】
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１　令和４年度　地域づくり学習の推進　（地域住民のふれあい交流、地域と共に考えるまちづくり）

No. 公民館 事業名 学習テーマ
世代間
交流

学校
連携

対象 区分 共催団体等 定員 主な内容 期間 回数 参加者数

1 元木 親子ふれあい教室
ふれあい交流（子育
て支援）

親子 主催 28 親子で体操等の軽運動を行う。(10/28) 10月 1 24

2 元木
桜田くまさんの親子お楽しみ会
「ちょっと早いクリスマスお楽し
み会」

ふれあい交流（子育
て支援）

○ 親子 主催 10
ボランティア団体に依頼し、季節にあった手遊び、色紙遊び等を行う。
クリスマスお楽しみ会（12/7）

12月 1 14

3 元木
桜田くまさんの親子お楽しみ会
「春のお楽しみ会」

ふれあい交流（子育
て支援）

○ 親子 主催 10
ボランティア団体に依頼し、季節にあった手遊び、色紙遊び等を行う。
・春のお楽しみ会（3/8）

3月 1 13

4 元木 キャンドル作り教室
ふれあい交流（子ど
も育成）

○ 少年 主催 20 キャンドルマイスター指導のもとオリジナルキャンドル作り（7/29） 7月 1 15

5 元木 子ども科学実験教室
ふれあい交流（子ど
も育成）

○ 少年 主催 10 小学生（中高学年）を対象として、科学実験教室を行う。（8/18） 8月 1 14

6 元木 小学生体験学習教室
ふれあい交流（子ど
も育成）

○ 少年 共催
桜こどもクラ

ブ
130 工作などの体験や科学に関する学習活動。（8/9） 8月 1 92

7 元木
親子体験教室
「元木ｄｓ（もとキッズ）体験塾」

ふれあい交流（子ど
も育成）

少年 主催 12
親子での創作、体験活動。
挑戦!消しゴムはんこ作り（8/4）

8月 1 9

8 元木
親子体験教室
「元木ｄｓ（もとキッズ）体験塾」

ふれあい交流（子ど
も育成）

○ 少年 主催 14
親子での創作、体験活動。
親子防災教室（10/29）

10月 1 7

9 元木
親子体験教室
「元木ｄｓ（もとキッズ）体験塾」

ふれあい交流（子ど
も育成）

○ 少年 主催 7
親子での創作、体験活動。
お菓子づくり教室（1/28）

1月 1 17

10 元木
軽運動講座「モルックを楽しも
う!」

ふれあい交流（若者
支援）

青年 主催 12 若者を対象とした軽運動を行う。（10/22） 10月 1 12

11 元木 山形を学ぶ講座
ふれあい交流（まる
ごとやまがた推進
事業）

成人 主催 18 中世からの時代を主とした山形の史跡等について学ぶ。　(11/10) 11月 1 11

12 元木 そば打ち体験講座
ふれあい交流（まる
ごとやまがた推進
事業）

成人 主催 10 そば打ち（11/5） 11月 1 10

13 元木 山形の季節の料理講座
ふれあい交流（まる
ごとやまがた推進
事業）

成人 主催 8 季節の料理作り(12/6) 12月 1 7

14 元木 高齢者健康教室
ふれあい交流（その
他）

高齢者 共催

たきやま地域包括
支援センター・蔵
王地域包括支援

センター

20
いきいき百歳体操を行う。
高齢者の健康維持に繋がる季節に応じた簡単な座学を行う。（4/18・5/16・6/20・
8/22・10/17・11/21・12/19・1/16・2/20・3/20)

4～3月 10 159

15 元木
元木健康長寿塾
「続けて元気！百歳体操」

ふれあい交流（その
他）

高齢者 主催 10
「百歳体操」を行う。（4/27・5/11・5/25・6/1・6/8・6/15・6/29・7/6・7/13・7/27・
8/3・8/17・8/31・9/7・9/14・9/28・10/5・10/26・11/2・11/9・11/16・11/30・12/7・
12/14・1/11・1/25・2/1・2/8・2/15・3/1・3/8・3/15)

4～3月 32 400

16 元木
生活実践講座
「パン作り教室」

ふれあい交流（その
他）

成人 主催 10 地域の店舗、企業等の専門分野に関した暮らしに役立つ知識を学ぶ。(5/16) 5月 1 10

17 元木 元木おとなの体験塾
ふれあい交流（その
他）

成人 主催 10

年間を通してのさまざまな体験、学習活動を行う。参加者から活動の企画をしても
らう。（5/21・6/11・6/29・7/27・8/24・10/19・11/16・12/14・1/18・3/1）「千歳山、伝
説と今」(9/21)、「社交ダンス」(11/5・11/12・11/26)、「発酵食品について学ぶ」
(2/15)

5～3月 15 103

18 元木
女性のための
「健康づくり栄養」講座

ふれあい交流（その
他）

成人 共催
明治安田生
命保険相互

会社
20 明治安田生命「MY定期講座」（5/28・6/25） 5～6月 2 40

19 元木
MY定期講座
今から、取り組もう！防災講座

ふれあい交流（その
他）

成人 共催
明治安田生
命保険相互

会社
20 明治安田生命「MY定期講座」防災についての講義（9/9・9/27） 9月 2 11

20 元木 インテリア講座
ふれあい交流（その
他）

成人 主催 10 部屋に飾るインテリア（苔盆栽）作りを行う。(9/10) 9月 1 12

21 元木 生活文化祭
ふれあい交流（その
他）

○ ○ その他 共催
生活文化祭
実行委員会

500
サークル活動の発表会や作品展示、管内の保育園児や小学生の作品展示、模擬
店の設置（10/9）

10月 1 336

22 元木 伝統文化体験講座
ふれあい交流（その
他）

成人 主催 10 お正月の花を生ける。　(12/27) 12月 1 13

23 元木 高齢者向け健康講座
地域と共に考えるま
ちづくり

高齢者 共催 元木町内会 100 落語やフラダンス等の観賞。健康講話や軽運動による健康増進。（11/10） 11月 1 88

集　　　計 79 1,417

元　木　公　民　館
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２　令和４年度　社会的要請学習の推進　

No. 公民館 事業名 学習テーマ
世代間
交流

学校
連携

対象 区分 共催団体等 定員 主な内容 期間 回数 参加者数

1 元木 スマートフォン初心者講座 ＩＣＴ 成人 主催 10 スマートフォンの機能や操作を学ぶ。（12/23） 12月 1 12

2 元木
スマートフォン講座(メール・カメ
ラ編)

ＩＣＴ 成人 主催 10 スマートフォンの機能や操作を学ぶ。（1/28） 1月 1 12

3 元木
スマートフォン講座(インターネッ
ト・マップ編)

ＩＣＴ 成人 主催 10 スマートフォンの機能や操作を学ぶ。（2/25） 2月 1 12

4 元木 ゴミ減量・リサイクル講座 環境・エネルギー 成人 共催
東部公民館
社会教育青

少年課
18

環境に関わるゴミ減量やリサイクルについて学習し、新聞紙でエコバッグを作成す
る。(12/10)

12月 1 11

5 元木 リサイクル工作教室 環境・エネルギー ○ 少年 共催
東部公民館
社会教育青

少年課
10 菓子箱や牛乳パックなどの不用品を使って、リサイクル工作を行う。（1/6） 1月 1 7

6 元木 食品ロス講座 環境・エネルギー 成人 共催
東部公民館
社会教育青

少年課
18 食品ロスについて学習し、新聞紙でエコバッグを作成する。(1/21) 1月 1 14

7 元木 こどもダンス教室 子ども支援 少年 主催
15*2
30*1

子ども向けのダンス教室（11/5・11/12・11/26） 11月 3 76

集　　　計 9 144

３　令和４年度実施事業の「成果」と「課題」

４　令和４年度　公民館貸館利用状況

貸館利用件数 件

貸館利用者数 人17,516

課題（■）
■　「環境・エネルギー」に関しては、定員割れとなったことから、より興味を持って参加してもらえるような工夫が必要である。

成果（□）
□　中止することなく、すべての講座を実施出来た。また、「スマートフォン講座」と「子どもダンス教室」に関しては、定員オーバーの申込みがあり、参加者のニーズにあった内容で開
催することが出来たと思う。

【社会的要請学習】

課題（■）
■　参加者が定員割れする講座も数講座あったことから、周知方法や参加者のニーズを捉えた講座を考える必要がある。

成果（□）
□　新型コロナウイルスの感染防止対策を講じながら、ほぼ全ての講座を実施することができた。また、定員オーバーの申込みを受ける講座も多く、内容についても参加者に満足し
ていただいた講座ばかりで好評だった。

【地域づくり学習】

2,264
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